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ラ
イ
バ
ル
の
思
い
と
共
に
全
国
へ

April 2018

若
き
太
鼓
奏
者
た
ち

　

宵
闇
が
包
む
中
心
市
街
地
。
本
町

通
り
を
そ
ぞ
ろ
歩
く
人
の
耳
に
飛
び

込
ん
で
く
る
の
は
、街
の
喧
騒
と「
ド

コ
ド
コ
ド
ン
」
と
い
う
太
鼓
の
音
。

音
に
誘
わ
れ
る
よ

う
に
階
段
を
上
る

と
そ
こ
に
は
、
９

人
の
少
年
少
女
が

一
心
不
乱
に
ば
ち

を
振
る
う
姿
が
あ

り
ま
し
た
。

　

音
の
主
は
「
太

鼓
道
場
風
の
会

ジ
ュ
ニ
ア
（
以
下

「
風
の
会
ジ
ュ
ニ

ア
」）」。酒
田
ま
つ

り
や
甚
句
流
し
な

ど
で
お
な
じ
み
の

「
太
鼓
道
場
風
の

会
」
の
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
と
し
て
、
総

勢
16
人
の
若
き
太

鼓
奏
者
た
ち
が
所

属
し
て
い
ま
す
。

　

風
の
会
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
週
１
回
、

中
町
二
丁
目
の
「
て
ぶ
く
ろ
ホ
ー

ル
」
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
は
、
真
夏
の
暑
さ
も
、
冬
の

寒
さ
も
関
係
な
く
ば
ち
を
握
り
、
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

風
の
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
を

努
め
る
茂
木
曉
さ
ん
に
、
太
鼓
に
つ

い
て
聞
く
と
「
太
鼓
の
曲
は
音
程
が

無
い
分
、
全
員
の
演
奏
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
大
事
。
最
初
は
な
か
な
か
合

わ
な
い
で
す
が
、
練
習
を
重
ね
、
音

が
ピ
タ
リ
と
合
っ
た
と
き
は
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
」
と
、
声
を
弾
ま
せ

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

全
国
の
舞
台
へ

　

風
の
会
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
平
成
29
年

10
月
に
本
市
で
行
わ
れ
た
山
形
県
大

会
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。
３
月
下
旬
に
石

川
県
金
沢
市
で
行
わ
れ
る
第
20
回
日

本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

太
鼓
道
場
風
の
会 

ジ
ュ
ニ
ア
の
皆
さ
ん 

◆ Taikodojo kazenokai Jr.

▲

全
国
大
会
出
場
メ
ン
バ
ー
９
人
。
写
真
前
列
左
か
ら
、
小
野
美
海
さ
ん
、
茂
木
曉
さ
ん
、

佐
藤
瑠
俐
さ
ん
、
中
列
左
か
ら
、
佐
藤
颯
さ
ん
、
村
上
瞭
太
さ
ん
、
後
列
左
か
ら
、
小
野

航
太
朗
さ
ん
、
後
藤
汐
音
さ
ん
、
日
下
瑠
唯
さ
ん
、
小
野
彩
夏
さ
ん

さかたの風／ジオパークリレーコラム
ズームアップ酒田
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60
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
本
一
の
座

を
競
い
ま
す
。
茂
木
さ
ん
は
「
初
め

て
の
出
場
な
の
で
緊
張
し
て
い
ま
す
。

県
大
会
で
は
自
由
曲
１
曲
だ
っ
た
の

が
、
課
題
曲
も
含
め
て
２
曲
に
な

る
分
大
変
で
す
」
と
全
国
大
会
へ
の

不
安
も
覗
か
せ
ま
す
。
し
か
し
続
け

て
「
自
分
た
ち
は
県
の
代
表
。
県
大

会
で
競
い
合
っ
た
仲
間
の
思
い
も
背

負
っ
て
、
自
分
た
ち
ら
し
い
演
奏
を

披
露
し
た
い
」
と
、
力
強
い
言
葉
で

締
め
く
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
指
導

　

林
の
中
で
、
時
に
は
枝
と
枝

を
フ
ワ
ッ
と
浮
い
て
飛
び
移
り
、

時
に
は
木
々
の
間
を
巧
み
に
す

り
抜
け
て
い
く
。
ま
る
で
忍
者

の
ご
と
く
機
敏
に
動
き
、
ヤ
マ

ド
リ
、
ヘ
ビ
類
、
ノ
ウ
サ
ギ
な

ど
を
捕
食
す
る
ク
マ
タ
カ
。
森

林
生
態
系
の
頂
点
に
位
置
し
、

つ
が
い
で
生
活
す
る
に
は
広
大

な
面
積
を
必
要
と
し
ま
す
。
ク

マ
タ
カ
を
保
全
す
る
こ
と
は
、

そ
の
地
域
全
体
の
自
然
環
境
を

包
括
的
に
保
全
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
た
め
、
生
物
多
様
性
保

全
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
す
。

ク
マ
タ
カ
の
存
在
は
、
豊
か
な

自
然
環
境
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
す
指
標
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

ク
マ
タ
カ
は
「
深
山
幽
谷
の

鳥
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

一
般
的
に
は
身
近
な
鳥
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
鳥
海
山
で

は
、
山
間
部
の
み
な
ら
ず
、
広

い
裾
野
に
ま
で
ク
マ
タ
カ
が
生

息
し
て
お
り
、
な
ん
と
標
高
１

０
０
㍍
に
満
た
な
い
場
所
に
も

現
れ
ま
す
。
そ
こ
は
も
は
や
深

山
幽
谷
で
は
な
く
里
山
で
す
。

人
々
の
営
み
の
中
に
ク
マ
タ
カ

が
ひ
っ
そ
り
と
生
活
し
て
い
る

の
で
す
。
鳥
海
山
の
標
高
の
高

い
山
間
部
か
ら
低
地
に
至
る
里

山
は
、
ク
マ
タ
カ
が
生
息
す
る

ベ
ル
ト
上
の
「
環
」
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

鳥
海
山
に
は
、
裾
野
に
広
が

る
里
山
も
含
め
、
ク
マ
タ
カ
に

と
っ
て
豊
か
な
環
境
が
残
さ
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

者
の
伊
藤
裕
介
さ
ん
（
風
の
会
）
も

　
「
本
番
に
強
く
、
結
束
も
固
い
チ
ー

ム
な
の
で
何
か
や
っ
て
く
れ
る
か

も
」
と
期
待
を
込
め
ま
す
。

　

取
材
が
終
わ
る
と
、
再
び
練
習
へ
。

さ
っ
き
ま
で
の
屈
託
の
無
い
笑
顔
か

ら
一
変
、
真
剣
な
表
情
で
力
強
く
太

鼓
を
打
つ
風
の
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
９
人
。

　

若
き
酒
田
の
風
、
全
国
へ
の
挑
戦

や
い
か
に
。

◆
本
記
事
の
取
材
は
、３
月
中
旬
に
行
い
ま
し
た
。

▲酒田日本海寒鱈まつりでの熱演

▲練習は真剣そのもの

日本海と大地がつくる 水と命の循環

鳥海山・飛島ジオパーク

第 回40

環
鳥
海
山
と
ク
マ
タ
カ
の
環わ

風を起こし、風に乗る

酒田で活躍する人の姿を届けます

鳥海南麓自然保護官事務所 
猛禽類保護センター・
鳥海イヌワシみらい館

希少種保護増殖等専門員

長船 裕紀氏

▲城輪柵跡

問
市
観
光
振
興
課
観
光
企
画
係 

☎
２
６
‐
５
７
５
９

鳥海山・飛島ジオパーク
ホームページ QRコード
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酒田の旬な出来事をまとめて紹介。
あの日あの時の話題を振り返ります。

土門拳文化賞授賞式

　第24回土門拳文化賞表彰式が土門
拳記念館で行われました。文化賞を受
賞した石津武史氏をはじめ4人の受賞
者に丸山市長から表彰状と記念の盾が
贈られました。

3/4

新斎場が竣工

　新斎場の竣工式が行われ、市長はじ
め関係者が参列しました。新しい斎場
は、故人との別れを厳かに、心静かに過
ごせるよう、配慮してつくられていま
す。

3/23

西郷隆盛ゆかりの庄内で

　ＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」トーク
ショーが総合文化センターで行われ、
有村俊斎役の高橋正臣氏と、薩摩こと
ば指導の迫田孝也氏が、ユーモアたっ
ぷりのトークを披露しました。

3/4

フリースペースに
カフェがオープン

　通年で開放されることになった市庁
舎1階フリースペースの西側に、酒田
市障がい者就労支援カフェ「え～る」が
オープンしました。今後は平日の午前
11時～午後2時に弁当やケーキなどを
提供します。

3/23

鎮魂の思いを込めて

　東日本大震災発生から7年目に当た
り、酒田市地域福祉センターで「酒田市
東日本大震災追悼のつどい」が行われ
ました。また同日夕方には中町にぎわ
いプラザ周辺で「7年目のキャンドル
ナイト」が行われるなど、市内は鎮魂の
祈りに包まれました。

3/11

明るい歌声

　酒田マリーンジュニア合唱団の定期
演奏会が、総合文化センターで開かれ
ました。小学校2年生から中学2年生の
団員11人が明るい歌声を披露すると、
会場からはたくさんの拍手が送られま
した。

3/24
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すごいぞ、
酒田の子どもたち

　白崎資金スポーツ優秀選手表彰式が
公益ホールで行われ、県内外の大会で
優秀な成績を収めた111人の選手にメ
ダルが授与されました。

2/24

子どもたちの
交通安全を祈って

　酒田ライオンズクラブ（会長 小鷹
道則氏）より本市にランドセルカバー
700枚が寄贈されました。今春に酒田
市内の小学校および特別支援学校に入
学する子どもたち全員に配布されます。

3/14

空から日本遺産をＰＲ

　鶴岡信用金庫よりドローンが寄贈さ
れました。これは同金庫が取り扱った

「庄内3文化財日本遺産認定記念定期
預金」の募集金額の一部を日本遺産な
どのプロモーション活動に生かすもの
です。

2/26

自然災害の跡から
防災を考える

　酒田市公益研修センターで鳥海山・
飛島ジオパーク防災講演会が開催され
ました。3Ｄめがねを使い地元の地形
を見て、その成り立ちから自然災害と
の関連性を知ることに、参加者は興味
津々で聞き入っていました。

3/17

ともに過ごした3年を胸に、
実践の場へ

　酒田市立酒田看護専門学校の卒業式
が行われ、第6回生26人が巣立ちまし
た。看護服に身を包み、卒業証書を受け
取るその目には、看護の現場へと進む
決意と、支え合った仲間への思いが浮
かんでいました。

3/3

余目酒田道路開通式

　平成18年に着工し、平成27年に一
部開通していた余目酒田道路が全線開
通しました。これにより、酒田市街地か
ら庄内町への移動時間が約10分短縮
されます。

3/18



詳しくは折
り込みの

予算概要を
見てのん

¡酒田駅前地区で再開発事業を行う
光の湊㈱に対し支援します
¡円滑な事業推進のため関係機関と
の調整を行います

予算額／7億4,454万円

（→予算概要12㌻）

駅周辺整備事業

山居倉庫周辺（山居倉庫、商業高校
跡地、消防本署跡地）の一体的な整
備に向けた検討を行います

予算額／262万円

（→予算概要12㌻）

まちづくりコンソ
ーシアム事業 新規

産業振興まちづくりセンターを開設し、
地元企業や農林水産事業者などをつ
なぐ（マッチング）ことにより、産業振
興、農商工連携などの推進を図ります

予算額／1億1,736万円

（→予算概要6㌻）

産業振興まちづく
り推進事業 新規

山居倉庫の国史跡指定に向けた調
査・検討を行います

予算額／1,090万円

（→予算概要5㌻）

山居倉庫文化財
調査事業 新規

新たにアートコーディネーターを配置
し、ひとづくりとまちづくりの事業を
複合的に実施することで、文化芸術
によるまちづくりを推進します

予算額／1,092万円

（→予算概要5㌻）

文化芸術
推進事業 新規

擁壁の安全性の調査を行うとともに、
建物の傷みを抑えるための修繕工事
を実施します

ようへき

予算額／818万円

（→予算概要12㌻）

旧割烹小幡
整備事業

一時預かりや休日保育などの特別保
育や、子育て支援センター併設など
による市内全域の子育て支援を充
実させるため、浜田保育園と若竹保
育園を統合した新たな保育園の整備
に着手します

予算額／1,894万円

（→予算概要9㌻）

浜田・若竹統合保育園
整備事業 新規

¡保護者の子育てと就労の両立を支援す
るため、病気または病気の回復期にある
子どもを保育します
¡あきほ病児・病後児保育所では、看護師
が保育所などと日本海総合病院の間をタ
クシーで送迎するサービスを試行します

予算額／815万円

（→予算概要9㌻）

病児・病後児
保育事業 拡充

新規就農者への総合的な支援を行う
ため、新たに農業インターンシップの
受け入れや新規就農に必要な初期投
資（農業用機械の借上料など）を支援
します

予算額／445万円

（→予算概要7㌻）

さかたでアグリ※

支援事業 拡充

※アグリカルチャーの略。農業。

　新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

酒
田
市
が
ど
ん
な
こ
と
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

む
の
か
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

問
市
財
政
課
財
政
係 

☎
２
６-

５
７
８
０

酒
田
市
当
初
予
算

平
成
30
年
度

テーマ

重点項目

予算規模

重点事業

人口減少の荒波の中、新総合計画に基づく
「まち」の創生につなげるための全力航行予算

産業振興まちづくりセンターを核と
して、仕事おこし、まちおこしを推進
する力を強化します

産業おこし

文化芸術、歴史を重視した「まち」と
「ひと」の魅力を磨きます

人づくり

生命と暮らしを支える仕組みをス
テップアップさせます

安全・安心

まちづくりを自分事として取り組む
市民力の形成を進めます

市民協働

（平成29年度当初予算より2億2千万円の増額）

一般会計 総額527億円

こ
こ
に
注
目
！ 

6
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 ● 市政ピックアップ

市
政
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

問
市
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

　

☎
２
６
‐
５
７
０
４

新
潟
駅
で
特
急
い
な
ほ
と
新
幹
線

の
乗
り
換
え
が
便
利
に
な
り
ま
す

　

４
月
15
日
㈰
か
ら
、
新
潟
駅
で
羽
越

本
線
特
急
「
い
な
ほ
」
と
上
越
新
幹

線
「
と
き
」
が
同
じ
ホ
ー
ム
で
乗
り
換

え
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
階
段
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

使
っ
て
乗
り
換
え
て
い
ま
し
た
が
、
新

し
い
ホ
ー
ム
に
設
置
さ
れ
る
２
か
所
の

改
札
を
通
っ
て
行
き
来
で
き
、
格
段
に

利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

◆
上
り
は
７
本
中
５
本
、
下
り
は
７
本

中
６
本
が
同
一
ホ
ー
ム
乗
り
換
え
に
な

り
ま
す
。

４
月
２
日
㈪
～
松
山
総
合
支
所
建
設
産

業
課
へ 

☎
６
２
‐
２
６
１
１

松
山
ま
つ
り
武
者
行
列
「
体
験
武
者
」

　

総
勢
約
１
０
０
人
の
鎧
武
者
が
練
り

歩
く
松
山
ま
つ
り
「
武
者
行
列
」
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
５
月
１
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～

午
後
４
時
ご
ろ

集
合
／
松
山
体
育
館

定
員
／
先
着
10
人

申
し
込
み
／
４
月
２
日
㈪
～
松
山
総
合

支
所
建
設
産
業
課
へ 

☎
６
２‐２
６
１
１

東
北
エ
プ
ソ
ン
構
内
桜
並
木
一
般
公
開

期
間
／
４
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所
／
東
北
エ
プ
ソ
ン
㈱
（
十
里
塚
）

問
同
社
事
業
管
理
グ
ル
ー
プ�

☎
３
１‐

３
１
３
１

梅
ま
つ
り

期
間
／
４
月
７
日
㈯
～
15
日
㈰

場
所
／
下
日
枝
神
社
境
内
「
梅
林
」

内
容
／
期
間
中
の
土
曜
・
日
曜
日
は
、

梅
酒
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
、
だ
ん
ご
、
玉
こ

ん
に
ゃ
く
な
ど
を
出
店

問
山
王
森
を
育
て
る
会
事
務
局
、
斎
藤�

☎
２
３
‐
９
６
１
９

◆
い
ず
れ
の
公
園
も
園
内
で
の
火
気
の

使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
観
光
物
産
協
会�

☎
２
４
‐
２
２
３
３

舞
鶴
公
園
桜
ま
つ
り

期
間
／
４
月
13
日
㈮
～
５
月
１
日
㈫

場
所
／
舞
鶴
公
園
、
八
森
自
然
公
園
、

八
森
温
泉
ゆ
り
ん
こ
近
く
の
桜
並
木

駐
車
場
／
舞
鶴
公
園
駐
車
場

内
容
／
舞
鶴
公
園
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
午
後
６
時
30
分
～
９

時
30
分
）

◆
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
桜
が
開
花
し
て
か

ら
行
い
ま
す
。

問
八
幡
総
合
支
所
建
設
産
業
課�

☎
６

４
‐
３
１
１
５

花
の
城
下
町
「
ま
つ
や
ま
」
探
訪

日
時
／
４
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
④
は
正
午
ま
で
）

場
所
／
松
山
歴
史
公
園

内
容
／
①
松
山
城
大
手
門
２
階
か
ら
の

桜
の
鑑
賞 

②
鎧
の
着
付
け
体
験 

③
茶

室
「
翠
松
庵
」
で
の
呈
茶 

④
城
下
町

歩
き
「
ぶ
ら
り
古
地
図
探
訪
」（
要
事

前
申
し
込
み
）

定
員
／
④
の
み
先
着
15
人

費
用
／
①
～
③
無
料 

④
５
０
０
円

申
し
込
み
／
①
～
③
当
日
会
場
へ 

④

第
38
回
酒
田
日
和
山
桜
ま
つ
り

期
間
／
４
月
14
日
㈯
～
25
日
㈬

場
所
／
日
和
山
公
園

内
容
／
千
石
船
と
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
・
ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
午
後
６
時
30
分

～
９
時
30
分
）、
露
店
出
店

駐
車
場
／
日
和
山
公
園
第
１
～
第
３
駐

車
場
（
第
３
駐
車
場
は
土
曜
・
日
曜
日

の
み
可
）、
酒
田
港
本
港
東
ふ
頭
駐
車

場◆
４
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰
の
午
前
11
時

〜
午
後
３
時
は
同
第
１
駐
車
場
で
車
イ

ス
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

●
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
︵
雨
天
中
止
︶

【
北
前
太
鼓
演
奏
会
】

日
時
／
４
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～　

【
消
防
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
】

日
時
／
４
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

【
光
陵
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

日
時
／
４
月
22
日
㈰
午
後
２
時
15
分
～

●
山
王
森
の
緑
を
育
て
る
会﹁
野
だ
て
﹂

日
時
／
４
月
29
日
㈷
午
前
10
時
～

場
所
／
下
日
枝
神
社
境
内

問
市
交
流
観
光
課
観
光
戦
略
係�

☎
２

６
‐
５
７
５
９�

【
野
だ
て
】︵
一
社
︶
酒

お
花
見
に
出
か
け
よ
う

▲乗り換えイメージ（実際の状況とは一部異なります）
　（画像提供／新潟市）
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西玄関

市庁舎

東駐車場

北玄関

南玄関

市民会館（希望ホール）

正面玄関

正面駐車場

身体障がい者等用
駐車スペース

駐輪スペース

喫煙所

出
入
口

市
道

酒田松山線
問
市
総
務
課
管
理
係

　

☎
２
６
‐
５
７
１
０

酒
田
市
庁
舎
正
面
駐
車
場
が

完
成
し
ま
し
た

　

平
成
29
年
６
月
の
市
庁
舎
完
成
に
続

き
、
来
庁
者
駐
車
場
を
含
め
た
外
構
工

事
が
完
成
し
、
市
庁
舎
建
設
に
関
わ
る

工
事
が
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

駐
車
場
は
地
下
水
を
利
用
し
た
無
散

水
融
雪
設
備
を
導
入
し
、
左
図
の
よ
う

に
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
も
整
備
し
ま
し
た
。

希
望
ホ
ー
ル
側
の
庁
舎
南
玄
関
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
正
面
駐
車
場
概
要

駐
車
台
数
／
１
２
０
台
（
身
体
障
が
い

者
等
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
６
台
）

受
講
者
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
募
集

　

上
記
事
業
に
参
加
す
る
声
楽
家
の

方
々
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
募
集
し

ま
す
。

期
間
／
５
月
31
日
㈭
夜
間
～
６
月
１

日
㈮
朝
食
後

要
件
／
発
声
し
て
も
周
囲
に
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
環
境
が
あ
る
こ
と
、
朝

食
の
提
供
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど

（
単
身
、未
成
年
の
み
の
家
庭
は
不
可
）

謝
礼
／
５
千
円

申
し
込
み
／
４
月
16
日
㈪
ま
で
所
定

の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
同
課
へ

結
果
通
知
／
４
月
下
旬
に
通
知

◆
申
込
用
紙
は
希
望
ホ
ー
ル
ま
た
は

市
役
所
６
階
社
会
教
育
文
化
課
に
あ

る
ほ
か
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
同
係
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

希
望
の
船
出
コ
ン
サ
ー
ト

　

個
人
レ
ッ
ス
ン
を
受
講
し
た
６
人
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時
／
６
月
３
日
㈰
午
後
２
時
～
（
開

場
は
１
時
）

場
所
／
希
望
ホ
ー
ル

曲
目
／
歌
劇「
椿
姫
」よ
り
第
１
幕
ヴ
ィ

オ
レ
ッ
タ
の
ア
リ
ア
他

料
金
︵
自
由
席
︶
／
一
般
２
千
円
、
学

生
（
22
歳
以
下
）
５
０
０
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／
希
望
ホ
ー
ル
、
マ

リ
ー
ン
５
清
水
屋
、
八
文
字
屋
み
ず

ほ
店
、B
ブ
ッ
ク

ookC
シ
テ
ィ

ity

と
み
や
（
庄
内
町
）、

八
文
字
屋
エ
ビ
ス
ヤ
店
（
鶴
岡
市
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
／
４
月
５
日
㈭
午
前

10
時
～

　

日
本
を
代
表
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手
で
あ
り
、

本
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
市
原
多
朗
氏

が
、
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
若
手
声
楽

家
を
招
き
、
公
開
レ
ッ
ス
ン
と
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

公
開
レ
ッ
ス
ン

　

市
原
氏
に
よ
る
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
公

開
で
行
い
ま
す
。

日
時
／
６
月
２
日
㈯
午
後
２
時
～
５
時

場
所
／
希
望
ホ
ー
ル

ピ
ア
ノ
伴
奏
／
東
京
藝
術
大
学
講
師 

山
口
佳
代
氏

受
講
者
／
藤
谷
佳
奈
枝
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、 

金
城
理
沙
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
山
下

裕
賀（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）、澤
原
行
正（
テ

ノ
ー
ル
）、
喜
納
響
（
テ
ノ
ー
ル
）、
山
田

大
智
（
バ
ス
）

料
金
︵
自
由
席
︶
／
一
般

１
千
円
、
学
生
（
22
歳
以

下
）
５
０
０
円　

定
員
／
先
着
１
２
０
人

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／
希
望

ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
／
４
月

11
日
㈬
午
前
10
時
～

名
誉
市
民 

市
原
多
朗
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

音
楽
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問�

市
社
会
教
育
文
化
課
文
化
芸
術
係 

☎
２
４
‐
２
９
８
２

▲

市
原
多
朗　

Ⓒ
篠
原
栄
治

▲

金
城
理
沙
子

▲

澤
原
行
正

▲

藤
谷
佳
奈
枝

▲

山
田
大
智

▲

喜
納
響

▲

山
下
裕
賀
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 ● 市政ピックアップ

◦
飲
食
業
で
の
起
業
を
目
指
し
て
い
る

方
へ
の
空
き
店
舗
の
無
料
貸
し
出
し

●
関
連
す
る
市
の
補
助
金

【
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
補
助
金
】

民
間
企
業
、
団
体
、
個
人
の
連
携
の
も

と
に
実
施
す
る
農
商
工
連
携
な
ど
の
新

た
な
事
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に

要
す
る
経
費
を
支
援

【
販
路
開
拓
支
援
補
助
金
】
本
市
中
小

企
業
が
行
う
、
見
本
市
・
商
談
会
へ
の

出
展
な
ど
、
販
路
開
拓
に
要
す
る
経
費

を
支
援

【
開
業
支
援
補
助
金
】
本
市
内
で
新
た

に
開
業
す
る
方
を
対
象
に
事
業
所
の
整

備
や
物
品
の
取
得
な
ど
に
要
す
る
経
費

を
支
援

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
す

る
か
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
市
農
林
水
産
課
水
産
振
興
係

　

☎
２
６
‐
５
７
５
３

第
９
回「
日
本
さ
か
な
検
定
」

受
検
者
募
集

　

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
受

検
で
き
る
魚
の
知
識
に
関
す
る
検
定

「
日
本
さ
か
な
検
定（
愛
称
と
と
け
ん
）」

が
、
東
北
地
方
の
日
本
海
側
で
は
初
め

て
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
６
月
24
日
㈰
【
１
級
、
３
級
】

午
後
０
時
50
分
～
２
時
10
分
【
２
級
】

午
後
３
時
～
４
時
20
分

場
所
／
酒
田
市
公
益
研
修
セ
ン
タ
ー

受
検
資
格
／
【
１
級
】
２
級
合
格
者  

【
２
級
、
３
級
】
ど
な
た
で
も

受
検
料
／
４
千
２
０
０
円
～
（
学
割
、

団
体
割
引
、
ペ
ア
割
引
が
あ
り
ま
す
）

申
し
込
み
／
【
個
人
、
ペ
ア
受
検
】
５

月
21
日
㈪
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
と
と
け
ん
」
と
検
索
し
て
申
し
込
む

か
、
市
役
所
１
階
総
合
案
内
、
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
な
ど
に
設
置
す
る
願

書
（
払
込
取
扱
票
）
に
費
用
を
添
え

て
郵
便
局
へ 

【
団
体
受
検
】

５
月
14
日
㈪

ま
で
メ
ー
ル

で
検
定
事
務

局
へ
*info_

k
e

n
te

i@
nippan.co.jp

　

地
元
企
業
、農
林
水
産
事
業
者
、個
人

な
ど
の
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ（
技
術
や
課

題
解
決
）を
集
め「
つ
な
ぐ（
マ
ッ
チ
ン

グ
）」こ
と
に
よ
り
、産
業
振
興
、農
商
工

連
携
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

場
所
／
酒
田
産
業
会
館
１
階
（
中
町
二

丁
目
）

●
主
な
支
援
内
容

【
販
路
開
拓
な
ど
の
支
援
】

◦
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
、
各
種
専
門
家
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ

◦
農
商
工
連
携
、
六
次
産
業
化
支
援
、

農
産
物
・
加
工
品
の
販
路
開
拓
、
も
の

づ
く
り
開
発
支
援
、
そ
の
他
販
路
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

【
支
援
制
度
活
用
支
援
】

◦
国
、
県
の
補
助
金
、
税
制
優
遇
な
ど

の
支
援
制
度
活
用
を
支
援

【
多
様
な
働
き
方
の
応
援
】

◦
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、

企
業
の
従
業
員
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
多

様
な
働
き
方
を
応
援
（
６
月
オ
ー
プ
ン

予
定
）

◦
副
業
人
材
な
ど
の
活
用
に
よ
る
人
材

確
保
支
援

◦
創
業
支
援
員
、
女
性
活
躍
支
援
員
の

配
置 産

業
振
興
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー（
愛
称
サ
ン
ロ
ク
）

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

問
市
商
工
港
湾
課
企
業
立
地
・
産
業
振
興
係 

☎
２
６
‐
６
０
６
６

●お問い合わせ／市長公室広報広聴係 ☎26‐5706

酒田市広報を手軽に見られる

スマートフォン向けの

アプリケーションです。

※㈱ホープ調べ

マチを好きになるアプリ

他にも便利な機能がたくさん!
まずは右のQRコードからご確認ください!
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●
重
度
障
が
い
者
紙
お
む
つ
支
給
事
業

対
象
／
65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
、
療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か

を
所
持
し
、
在
宅
で
１
か
月
以
上
に
わ

た
り
昼
夜
を
問
わ
ず
紙
お
む
つ
を
使
用

し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
方

内
容
／
所
得
税
非
課
税
世
帯
は
月
額
８

千
円
相
当
、
所
得
税
課
税
世
帯
は
月
額

６
千
円
相
当
の
紙
お
む
つ
を
支
給

●
在
宅
酸
素
療
法
者
支
援
事
業

対
象
／
呼
吸
器
機
能
障
害
に
よ
る
身
体

障
害
者
手
帳
（
１
級
お
よ
び
２
級
を
除

く
）
の
交
付
を
受
け
た
方
で
、
医
師
の

指
示
に
よ
り
在
宅
酸
素
療
法
を
行
っ
て

い
る
方

内
容
／
同
療
法
に
係
る
酸
素
濃
縮
器
使

用
の
た
め
の
電
気
料
金
を
助
成

助
成
額
／
月
額
１
千
６
０
０
円

◆
そ
の
他
制
度
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
障
が
い
者
制
度
の
あ

ら
ま
し
を
記
載
し
た「
ほ
ほ
え
み
の
街
」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ほ
ほ
え
み
の
街
は
市
役
所
１
階
福
祉

課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
障
が
い
者
ほ
っ
と
ふ
く
し
サ
ー
ビ
ス

事
業

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
の
交
付
を
受
け
た
方

内
容
／
タ
ク
シ
ー
運
賃
、
紙
お
む
つ
な

ど
の
購
入
、
福
祉
乗
合
バ
ス
の
回
数
券
、

福
祉
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
使
用
料
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
定
期
航
路
旅
客
運
賃
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
有
償
ヘ
ル
パ
ー

サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
入
浴

交
付
金
額
／
年
間
９
千
円

◆
ほ
っ
と
ふ
く
し
事
業
の
一
般
券
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
人
工
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業

対
象
／
じ
ん
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
で
、

本
人
お
よ
び
生
計
中
心
者
が
所
得
税
非

課
税
の
方

内
容
／
人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め

に
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
方

に
交
通
費
を
助
成

助
成
額
／
【
往
復
15
キ
ロ
㍍
未
満
】
月

額
１
千
５
０
０
円�

【
往
復
15
キ
ロ
㍍
以

上
30
キ
ロ
㍍
未
満
】
月
額
２
千
円 

【
往

復
30
キ
ロ
㍍
以
上
】
月
額
３
千
円

【
⑥
在
宅
紙
お
む
つ
券
】

対
象
／
要
介
護
１
以
上
の
方
で
介
護
認

定
審
査
資
料
に
よ
り
常
時
失
禁
状
態
と

認
め
ら
れ
る
方

●
や
さ
し
い
生
活
支
援
事
業

対
象
／
満
65
歳
以
上
（
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
は
満
70
歳
以
上
）
の
方
（
対
象

品
目
ご
と
要
件
あ
り
）

対
象
品
目
／
手
す
り
、
和
式
か
ら
洋
式

へ
の
交
換
に
係
る
便
器
代
、
シ
ル
バ
ー

カ
ー
、
つ
え
、
入
浴
補
助
用
具
、
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
、
玄
関
ス
テ
ッ
プ

助
成
金
額
／
購
入
費
用
な
ど
の
２
分
の

１
（
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
は
３
分
の

１
）
で
上
限
あ
り

◆
購
入・着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
軽
度
生
活
援
助
事
業

対
象
／
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
方
で
疾
病
や
虚
弱
な
ど

の
理
由
で
日
常
生
活
に
援
助
が
必
要
な
方

内
容
／
掃
除
、ご
み
出
し
、買
い
物
な
ど

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

対
象
／
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
方
で
突
発
的
な
持
病
が

あ
る
方
な
ど

内
容
／
緊
急
通
報
の
機
器
を
貸
与

◆
所
得
税
の
納
税
世
帯
は
自
己
負
担
あ
り
。

●
ほ
っ
と
ふ
く
し
券
事
業
・
在
宅
紙
お

む
つ
券
事
業

　

在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方
に
対

し
、
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
（
⑤
以
外

は
市
民
税
非
課
税
の
方
が
対
象
）。

【
①
一
般
券
】

対
象
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
、
そ
の
世
帯
の
市
民
税
所
得
割
額
が

１
万
円
未
満
の
方

内
容
／
福
祉
乗
合
バ
ス
回
数
券
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
使
用
料
、
タ
ク
シ
ー
運

賃
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
有
償
ヘ
ル
パ
ー
、

リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
な
ど
の
購
入
、
定
期

航
路
旅
客
運
賃

【
②
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
車
専
用
券
】

対
象
／
座
位
保
持
が
困
難
な
要
介
護
４

ま
た
は
５
の
方

【
③
訪
問
理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
専
用
券
】

対
象
／
要
介
護
１
以
上
の
方

【
④
寝
具
洗
濯
乾
燥
等
サ
ー
ビ
ス
専
用
券
】

対
象
／
高
齢
者
世
帯
で
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方

【
⑤
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
利
用
助
成
券
】

対
象
／
昭
和
24
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

内
容
／
施
術
１
回
当
た
り
１
千
円
×
６

回
分
（
10
月
以
降
の
申
請
は
３
回
分
）

障
が
い
の
あ
る
方
が
利
用
で
き
る

各
種
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
３

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

問�

市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
１
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ひ
と
り
親
の
家
庭

●
児
童
扶
養
手
当

対
象
／
児
童
（
18
歳
に
な
っ
た
年
度
末

ま
で
。
障
が
い
児
は
20
歳
未
満
）
を
養

育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
方

支
給
月
額
／
養
育
し
て
い
る
児
童
の
数
、

申
請
者
・
同
居
家
族
の
所
得
な
ど
で
決
定

●
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金

対
象
／
就
労
に
必
要
な
資
格
取
得
の
た

め
の
講
座
な
ど
を
受
講
す
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
ま
た
は
母
な
ど

給
付
金
額
／
受
講
料
の
60
㌫

●
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金

対
象
／
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育

士
な
ど
の
資
格
取
得
の
た
め
に
専
門
学

校
な
ど
に
１
年
以
上
通
学
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
な
ど

給
付
金
額
／
市
民
税
非
課
税
世
帯
10
万

円
、
市
民
税
課
税
世
帯
７
万
５
０
０
円

●
ひ
と
り
親
家
庭
生
活
応
援
給
付
金

対
象
／
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の

支
給
を
受
け
る
方

給
付
金
額
／
５
万
円

●
ひ
と
り
親
家
庭
住
ま
い
応
援
給
付
金

対
象
／
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の

給
付
を
受
け
、
民
間
ア
パ
ー
ト
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
方

給
付
金
額
／
２
万
円
か
家
賃
負
担
分
の

少
な
い
額

●
障
が
い
児
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
児
童
の
養
育
者

種
目
／
頭
部
保
護
帽
、
電
気
式
た
ん
吸

引
器
、
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
（
吸
入
器
）
な

ど●
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業

対
象
／
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

18
歳
未
満
の
児
童
（
障
が
い
児
補
装
具

費
支
給
事
業
、
障
が
い
児
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
児

童
を
除
く
）
の
養
育
者

種
目
／
ク
ー
ル
ベ
ス
ト
、
紫
外
線
カ
ッ

ト
ク
リ
ー
ム
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
な
ど

●
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入

支
援
事
業

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
と
な

ら
な
い
、
18
歳
未
満
の
軽
度
・
中
等
度

の
難
聴
児
の
養
育
者

種
目
／
補
聴
器
耳
掛
け
型
（
軽
度
・
中

等
度
用
）、
耳
あ
な
型
（
既
製
品
、
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
、
ポ
ケ
ッ
ト
型
な
ど
）

　

各
制
度
に
は
所
得
制
限
や
申
請
に
必

要
な
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い

内
容
や
申
請
方
法
、
各
手
当
支
給
額
、

負
担
額
な
ど
は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
／
身
体
ま
た
は
知
的
精
神
に
中
度

以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児

童
の
養
育
者

●
心
身
障
が
い
児
養
育
手
当

対
象
／
身
体
ま
た
は
知
的
に
障
が
い

（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
）

の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
の
養
育
者

●
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
／
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
り
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
20
歳
未
満
の
方

●
障
が
い
児
補
装
具
費
支
給
事
業

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
児
童
の
養
育
者

種
目
／
補
聴
器
、
義
手
・
義
足
、
車
い

す
、
座
位
保
持
装
置
な
ど

問�【
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
】市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
３
、

市
福
祉
課
発
達
支
援
室 

☎
２
６
‐
６
２
５
８
、各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
健
康
福
祉
係

　
【
ひ
と
り
親
の
家
庭
】市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
４

児
童
の
健
全
な
育
成
や
福
祉
の
増
進
な
ど
の
た
め
に

各
種
手
当
な
ど
の
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

災害廃棄物の処理に関する測定結果 問市環境衛生課管理係 ☎31‐0933

　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しましたが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域における
放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。
1．最終処分場における測定結果
空間放射線量率�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：マイクロシーベルト／時間

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率�　　　　　　　　　　　　　　　　単位：マイクロシーベルト／時間

※1　基準値／「災害廃棄物等の山形県
内への受け入れに関する基本的な考え
方」に示されている値
※2　バックグラウンド／自然放射線
量を示し、敷地内で災害廃棄物の影響
を受けない十分に離れた地点

測定地点（高さ1㍍） 2／26 3／5 3／12 3／19 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.02～0.03 0.03 0.03～0.04 0.03～0.04
0.19以下

バックグラウンド※2 0.03 0.03 0.04 0.04

測定地点（高さ1㍍） 2／27 3／16 基準値※1

大平公会堂 0.03 0.03 0.19以下
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す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
た
方
で
、
翌
年

度
も
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
形
式
の
申

請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
が
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
受
給

資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以

内
に
猶
予
期
間
の
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
年
金
は
、
老
後
に
受
け
取
る
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
制
度
の
手
続
き
を

行
わ
な
い
ま
ま
保
険
料
を
納
め
ず
に
い

る
と
未
納
扱
い
と
な
り
、
万
一
、
病
気

や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
、
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
所
得
が

少
な
い
学
生
を
対
象
と
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
（
先
送
り
）
さ

れ
る
制
度
で
す
。
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
学
生

納
付
特
例
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
／
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
（
学
校
教
育
法
で
規
定
さ
れ

て
い
る
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程

の
あ
る
学
校
）
に
在
籍
中
ま
た
は
在
籍

し
て
い
た
学
生
な
ど
で
、
本
人
の
前
年

所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の
方

必
要
書
類
な
ど
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳

な
ど
）、
学
生
証
（
コ
ピ
ー
の
場
合
は

両
面
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）、

卒
業
し
て
学
生
証
の
な
い
方
は
在
籍

（
期
間
）
証
明
書
、
印
鑑
（
本
人
自
署

の
場
合
は
不
要
）

受
け
付
け
／
市
役
所
１
階
国
保
年
金
課

10
番
窓
口
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

◆
同
一
世
帯
の
方
が
代
理
で
申
請
す
る

場
合
は
、
代
理
の
方
の
本
人
確
認
書
類

が
必
要
で
す
。

◆
在
学
中
は
毎
年
度
の
申
請
が
必
要
で

知
ら
な
い
と
損
を
す
る
学
生
納
付
特
例
制
度

問
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係 

☎
２
６
‐
５
７
２
８

応能割（被保険者の収入や資産に応じて負担） 応益割（被保険者数や世帯で一律に負担）

所得割
（平成29年中の所得金額－

33万円）×税率

資産割
当年度の土地・家屋に係る
固定資産税額×税率

均等割
同一世帯の被保険者
１人あたり

平等割
１世帯あたり

課税限度額
合計額の上限

医療分
（旧）�8.4%

↓
（新） 8.3%

（旧）�15.4%
↓

（新） 廃止

（旧）�28,200円
↓

（新） 27,900円

（旧）�21,800円
↓

（新） 21,600円
54万円

支援分 2.6%
（旧）　5.3%

↓
（新） 廃止

8,800円 6,700円 19万円

介護分
（旧）�2.6%

↓
（新） 2.3%

（旧）�6.2%
↓

（新） 廃止

（旧）�10,800円
↓

（新） 10,600円

（旧）�5,800円
↓

（新） 5,700円
16万円

　

４
月
１
日
か
ら
、
山
形
県
と
の
国
民

健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）
の
共
同

運
営
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

新
た
な
運
営
の
仕
組
み
や
今
後
の
財
政

見
通
し
な
ど
を
ふ
ま
え
、
国
保
税
の
税

率
を
改
正
し
ま
し
た
。

【
改
正
内
容
】

１
、
資
産
割
の
廃
止

２
、
医
療
分
と
介
護
分
の
税
率
引
き
下
げ

　

改
正
後
の
税
率
は
全
被
保
険
者
平
均

で
約
７・43
㌫
の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。

◆
所
得
や
資
産
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、

平
均
の
引
き
下
げ
率
と
は
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
国
保
税
の
課
税
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
内
容
は
、
今
後
発
行
す
る
本
紙
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
用
語
解
説

　

国
保
税
は
、
医
療
分
・
支
援
分
・
介
護
分
の

３
つ
を
合
算
し
た
も
の
で
す
。

【
医
療
分
】
国
保
被
保
険
者
の
医
療
費
の
支
払
い

に
充
て
る
も
の

【
支
援
分
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
を
支

援
す
る
た
め
、
全
て
の
医
療
保
険
の
被
保
険
者

が
負
担
す
る
も
の

【
介
護
分
】
介
護
保
険
制
度
の
運
営
の
た
め
の

費
用
に
充
て
る
も
の
。
全
て
の
医
療
保
険
の
被

保
険
者
の
う
ち
、
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者

（
40
歳
～
64
歳
）
が
負
担
す
る
も
の

●平成30年度の国保税の税率（年額）

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正

問【
制
度
全
般
】市
国
保
年
金
課
国
保
係 

☎
２
６
‐
５
７
２
７

　
【
国
保
税
の
賦
課
】市
税
務
課
税
制
係 

☎
２
６
‐
５
７
１
１
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持
ち
物
／
案
内
は
が
き

費
用
／
注
射
料
３
千
２
０
０
円
、
登
録

料
３
千
円
（
お
釣
り
が
な
い
よ
う
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
）

◆
新
規
登
録
・
予
防
注
射
は
各
動
物
病

院
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
犬
は
１
年
に
１
回
予
防
接
種
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
登
録
済
み

の
飼
い
主
の
方
に
は
案
内
は
が
き
を
送

付
し
ま
す
。
登
録
を
行
う
場
合
は
、
注

射
料
の
ほ
か
登
録
料
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

●平成30年度狂犬病予防集合注射
月　日 時　間 会　場

酒
田
地
域

4月16日㈪

　9:20～　9:40 南遊佐コミセン

10:00～10:20 本楯コミセン

10:40～11:00 上田コミセン

11:20～11:40 北平田コミセン

13:30～13:50 広野コミセン

14:20～14:40 新堀コミセン

4月17日㈫

　9:20～　9:40 東平田コミセン

10:00～10:20 中平田コミセン

11:00～11:50 宮野浦学区コミセン

4月18日㈬

　9:20～　9:40 浜中コミセン

10:00～10:20 黒森コミセン

10:40～11:00 十坂コミセン

13:30～13:50 西荒瀬コミセン

14:10～14:30 泉学区コミセン

4月19日㈭
10:00～10:20 庄内バイオ研修センター

13:30～14:20 松原コミセン

4月20日㈮
　9:30～10:20 光ケ丘陸上競技場前

13:30～13:50 市民健康センター

4月21日㈯
13:30～14:20 酒田農業技術普及課（若浜町1丁目）4月22日㈰

月　日 時　間 会　場

八
幡
地
域

4月12日㈭

10:00～10:15 日向コミセン

10:25～10:35 升田公民館

10:50～11:00 青沢克雪管理センター

11:15～11:30 大沢コミセン

13:20～14:00 一條コミセン

14:15～14:50
旧八幡中央公民館跡地

4月15日㈰ 13:30～14:30

松
山
地
域

4月13日㈮

　9:00～　9:15 南部コミセン

　9:30～　9:45 山寺コミセン

10:00～10:30 松嶺コミセン

10:50～11:20 内郷コミセン

4月15日㈰ 13:30～14:10 松嶺コミセン

平
田
地
域

4月13日㈮
　9:00～　9:40 平田農村環境改善センター

10:00～10:40
ひらた生涯学習センター

4月15日㈰
13:30～14:10

14:30～15:10 平田農村環境改善センター

平
成
30
年
度
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と

登
録（
４
月
の
予
定
）

問
市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係 

☎
３
１
‐
０
９
３
３

◆予防注射はどの会場でも受けることができます。
◆事故防止のため、会場には犬を制御できる方が
連れてきてください。

問�

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相

談
室 

☎
２
６
‐
５
７
２
６

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

４
月
６
日
～
15
日

　

春
は
、
交
通
ル
ー
ル
に
不
慣
れ
な
新

入
学
児
童
・
園
児
の
通
学
・
通
園
が
始

ま
る
時
期
で
す
。
ま
た
歩
行
者
や
自
転

車
利
用
者
の
行
動
範
囲
が
広
が
る
こ
と

か
ら
、
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

ゆ
ず
り
合
い
と
ゆ
と
り
あ
る
行
動
で

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●運動の重点

問�

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
づ

く
り
係 

☎
２
６
‐
５
７
２
５

酒
田
市
公
益
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

酒
田
市
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
一
体
的
な
運
営

を
行
う
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
「
酒

田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
公
益
活
動
セ
ン

タ
ー
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
な
ど
も
含
め
、
公
益
活
動
を
総
合
的

に
支
援
す
る
た
め
、
相
談
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
業
務
、
講
座
の
開
催
、
情
報
収

集
・
発
信
な
ど
セ
ン
タ
ー
機
能
の
一
層

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば

時
間
／
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15

分連
絡
先
／
☎
４
３‐８
１
６
５ 

FAX
２
６‐

５
６
１
７ 

●
公
益
活
動
情
報
を
メ
ー
ル
で
発
信
し

て
い
ま
す

　

氏
名
と
「
メ
ー
ル
希
望
」
と
入
力
し
、

volunteer@
sakata-shakyo.or.jp

へ

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
指
定
受
信
な
ど
を

し
て
い
る
方
は
右
記

ア
ド
レ
ス
を
設
定
し

て
く
だ
さ
い
。

子どもと高齢者の
安全な通行の確保と
高齢運転者の
交通事故防止

全ての座席の
シートベルトと
チャイルドシートの
正しい着用の徹底

自転車の安全利用の推進
飲酒運転の根絶運転者の基本ルール

遵守徹底
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お知らせいろいろ月4
Sakata nformation

額
に
対
し
６・２
㌫
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

【
普
通
徴
収
】
４
月
～
６
月
分
の
保
険

料
は
、
４
月
中
旬
に
通
知
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
郵
便
局
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
付
書
で
納
付
で
き
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】
４
月
期
、
６
月
期
、
８

月
期
の
各
保
険
料
は
、
２
月
期
と
同
額

に
な
り
ま
す
。

◆
普
通
徴
収
の
７
月
分
以
降
、
特
別
徴

収
の
10
月
期
以
降
の
保
険
料
は
、
前
年

の
所
得
が
確
定
し
た
後
、
年
間
保
険
料

を
再
計
算
し
て
７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問�

市
土
木
課
調
整
係

　

☎
２
６
‐
５
４
６
７

道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の
美

化
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

市
内
の
美
化
活
動
に
取
り
組
む
団
体

を
支
援
し
ま
す
。

◆
④
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

事業名 対象 支援内容 申し込み

①マイロードサ
ポート事業

県が管理する道路の清掃、除草（人力）、
草刈り（機械）、樹木剪定、機械歩道除雪
などのうち、１項目以上を行う団体

活動内容に応じて一定額を
支払い

①②4月20日㈮（予定）まで
③4月26日㈭（予定）まで

市土木課調整係
☎26‐5467

②河川除草事業 県が管理する河川の堤防のり面の草刈
りを行う団体

③ふるさとの川愛
護活動支援事業

県が管理する河川や海岸区域の清掃、除
草、花の植栽などの活動で、活動延長200
㍍以上実施する団体

④酒田市緑化・美
化ボランティア支
援制度

市内の道路、公園、河川などの公共的区
域の清掃、草刈り、除草、花の植栽などを
行う団体または個人

活動に関すること全般（資材
提供、ごみ収集、ボランティ
ア保険加入など）

【登録】市まちづくり推進課地
域づくり係�☎26‐5725
【保険、資材】市土木課公園緑
地係�☎26‐5745
【ごみ収集】市環境衛生課管理
係�☎31‐0933

●
平
成
30
年
度
～
32
年
度
の
介
護
保
険
料

　

本
計
画
で
示
す
基
本
的
な
方
針
に
基

づ
き
介
護
保
険
料
を
定
め
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
介
護
給
付
費

の
23
㌫
を
65
歳
以
上
の
方
か
ら
介
護
保

険
料
と
し
て
負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

介
護
給
付
費
は
高
齢
者
の
増
加
な
ど

に
伴
い
、平
成
32
年
度
に
は
１
２
３
億

円
超
に
増
加
す
る
と
推
計
し
て
お
り
、

介
護
保
険
料
は
、平
成
29
年
度
ま
で
の

　

本
市
で
は
「
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し

た
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
目
標
を
定
め
た
行
動
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
計
画
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

第
７
期（
平
成
30
年
度
～
32
年
度
）高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

問
市
介
護
保
険
課
事
業
管
理
係 

☎
２
６
‐
５
３
６
３

生活保護を受給している

老齢福祉年金を受給している

合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円以下である

合計所得金額と課税年金収入額の
合計が120万円以下である

合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円以下である

市民税を
納めている

同じ世帯に市民税を納めている人がいる

合計所得金額が120万円未満である

合計所得金額が200万円未満である

合計所得金額が300万円未満である

合計所得金額が400万円未満である

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はいはい

はい
はい

はい

はい

はい

所得段階
区分

保険料年額
（月額）

第１段階 38,880円
（3,240円）

第２段階 54,432円
（4,536円）

第３段階 58,320円
（4,860円）

第４段階 73,872円
（6,156円）

第５段階 77,760円
（6,480円）

第６段階 93,312円
（7,776円）

第７段階 101,088円
（8,424円）

第８段階 116,640円
（9,720円）

第９段階 132,192円
（11,016円）

第10段階 147,744円
（12,312円）

●第７期（平成30年度～32年度）の
　段階別介護保険料

目指す姿

誰もがいきいきと
暮らしやすいまち

地域包括ケア
システムの
推進

健康で生きがい
のある生活

基本目標
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◆
登
録
す
る
際
は
、
関
係
機
関
へ
の
登

録
内
容
の
提
供
に
同
意
が
必
要
で
す
。

◆
災
害
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
支

援
者
が
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
す
で
に
登
録
し
て
い
る
方
は
、
内
容

に
変
更
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５

７
３
１

飛
島
海
づ
り
公
園
オ
ー
プ
ン

　

平
成
30
年
度
は
、
釣
り
桟
橋
で
の
海

釣
り
は
可
能
で
す
が
、
海
中
体
験
丸
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

入
園
料
／
無
料
▼
貸
し
竿
／
無
料
（
１

人
１
本
）
▼
釣
り
え
さ
／
実
費

問
市
農
林
水
産
課
水
産
振
興
係 

☎
２

６
‐
５
７
５
３

発
達
支
援
室 

☎
２
６
‐
６
２
５
８
、
④

～
⑥
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２

６
‐
５
７
３
３

４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

４
月
２
日
～
８
日
は

発
達
障
害
啓
発
週
間
で
す

　

発
達
障
害
の
特
性
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
全
国
で
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
本
市
で
も
、
啓
発
グ
ッ
ス
を
配

布
し
ま
す
。

期
間
／
４
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
な
く
な

り
次
第
終
了
）
▼
場
所
／
市
役
所
１
階

福
祉
課
発
達
支
援
室

問
市
福
祉
課
発
達
支
援
室 

☎
２
６
‐
６

２
５
８

災
害
時
要
援
護
者
台
帳︵
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
︶へ
の
登
録

　

災
害
時
の
避
難
支
援
に
は
、
地
域
内

で
お
互
い
に
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
対
象
と
な
る
方

で
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
在
宅
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
で
災
害
時
の
避
難
に
支
援
が
必
要
な

方
▼
申
し
込
み
／
４
月
27
日
㈮
ま
で
所

属
す
る
自
治
会
へ（
随
時
申
し
込
み
可
）

◆
所
属
す
る
自
治
会
で
登
録
を
行
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
市
福
祉
課
地
域
福
祉

係
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

場
を
大
切
に
、
仲
良
く
安
全
に
使
用
し

ま
し
ょ
う ¡

子
ど
も
の
年
齢
や
遊
び

の
難
易
度
に
応
じ
て
保
護
者
が
見
守
り

ま
し
ょ
う ¡

汚
さ
ず
ゴ
ミ
は
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う ¡

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
快

適
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

◆
園
内
に
破
損
が
あ
っ
た
場
合
は
、
市

土
木
課
公
園
緑
地
係 

☎
２
６
‐５
７
４

５
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
額
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
各
手
当
額
は
、

昨
年
度
の
物
価
変
動
率
と
特
例
水
準
の

段
階
的
な
解
消
に
よ
り
、
次
の
通
り
変

わ
り
ま
す
。

問
①
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
４
、
②
③
市
福
祉
課

情
報
ボ
ッ
ク
ス

お

知

ら

せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
行
い
ま
す

　

市
税
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
し
押
さ

え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。
ヤ
フ
ー
・

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
競

り
売
り
で
す
。

公
売
財
産
／
貴
金
属
な
ど
▼
入
札
期
間

／
５
月
８
日
㈫
午
後
１
時
～
10
日
㈭
午

後
11
時
▼
公
売
参
加
申
込
期
間
／
４
月

10
日
㈫
午
後
１
時
～
26
日
㈭
午
後
11
時

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
公
売
・
売
却
」
に
掲
載
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

な
ど
を
確
認
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

問
市
納
税
課
滞
納
整
理
室 

☎
２
６
‐
６

２
７
５

公
園
や
緑
地
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

¡

他
の
利
用
者
や
近
隣
に
迷
惑
な
遊
び

や
行
い
は
や
め
ま
し
ょ
う ¡

犬
な
ど

の
ペ
ッ
ト
を
つ
れ
て
公
園
や
緑
地
に
は

入
れ
ま
せ
ん ¡

指
定
さ
れ
た
公
園
以

外
で
ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
で
き
な

く
な
る
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
プ

レ
ー
は
や
め
ま
し
ょ
う ¡

ゴ
ル
フ
の

練
習
は
で
き
ま
せ
ん ¡

公
園
駐
車
場

以
外
へ
の
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
乗
り
入

れ
は
や
め
ま
し
ょ
う ¡

遊
具
と
遊
び

平成30年3月分まで
（月額）

平成30年4月分より
（月額）

①児童扶養手当 42,290円 42,500円（210円増）

②特別児童扶養手当
　1級 51,450円 51,700円（250円増）

③特別児童扶養手当
　2級 34,270円 34,430円（160円増）

④特別障害者手当 26,810円 26,940円（130円増）

⑤障害児福祉手当 14,580円 14,650円（70円増）

⑥福祉手当
　（経過措置分） 14,580円 14,650円（70円増）

期
間

時
間

休
園
日

４
月
28
日
㈯
～

７
月
19
日
㈭

午
前
９
時
～

午
後
５
時

水
曜
日

７
月
20
日
㈮
～

８
月
20
日
㈪

午
前
８
時
～

午
後
６
時　

な
し

８
月
21
日
㈫
～

10
月
21
日
㈰

午
前
９
時
～

午
後
５
時

水
曜
日
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Sakata nformation

衛
生
課
管
理
係
へ 

☎
３
１
‐０
９
３
３

◆
道
路
（
歩
道
、
側
溝
を
含
む
）、
河

川
（
占
用
許
可
を
得
て
い
る
場
合
は
除

く
）、
水
路
、
公
園
な
ど
へ
の
新
設
・

改
築
は
対
象
外
。

◆
申
請
は
同
一
年
度
内
に
１
回
。
１
回

の
申
請
に
つ
き
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１

基
。食

育
交
流
活
動
の
取
り
組
み
に

補
助
し
ま
す

対
象
／
市
内
の
農
業
者
ま
た
は
農
業
者

グ
ル
ー
プ
▼
補
助
対
象
／
保
育
園
、幼

稚
園
お
よ
び
小
中
学
校
で
の
農
業
体
験

や
調
理
実
習
な
ど
の
食
育
交
流
活
動
▼

補
助
金
額
／
１
件
当
た
り
２
万
５
千
円

以
内（
上
限
３
件
ま
で
）▼
申
し
込
み
／

︻
一
次
締
め
切
り
︼４
月
13
日
㈮
ま
で
市

農
政
課
総
合
農
政
係
へ 

☎
２
６
‐５
７

９
２（
以
降
、予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受

け
付
け
）

園
芸
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の

取
り
組
み
に
補
助
し
ま
す

対
象
／
２
戸
以
上
の
生
産
者
団
体
も
し

く
は
農
業
法
人
（
団
体
）、
認
定
農
業

者
（
個
人
）
▼
補
助
内
容
／
園
芸
施
設

整
備
や
機
械
の
導
入
、
新
た
な
栽
培
技

術
の
導
入
、
土
壌
成
分
分
析
に
係
る
経

費
、
簡
易
な
圃ほ

場
整
備
、
研
修
会
の
開

催
、
種
苗
、
生
産
資
材
な
ど
の
購
入
▼

補
助
金
額
／
︻
団
体
︼
上
限
１
０
０

問
市
福
祉
課
発
達
支
援
室 

☎
２
６
‐
６

２
５
８

市
条
保
育
園
閉
園
の
お
知
ら
せ

　

市
条
保
育
園
は
、
八
幡
保
育
園
と
統

合
し
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
園
し
ま

し
た
。

問
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
５

地
元
管
理
道
路︵
市
道
以
外
︶の　

側
溝
整
備
に
助
成
し
ま
す

対
象
／
市
道
以
外
の
地
元
管
理
道
路
で
、

生
活
環
境
の
向
上
を
目
的
と
す
る
、
側

溝
整
備
を
自
治
会
な
ど
が
行
う
場
合
の

工
事
費
▼
助
成
金
額
／
工
事
費
の
３
分

の
２
以
内
（
予
算
の
範
囲
内
）
▼
申
し

込
み
／
市
土
木
課
事
業
係
へ
☎
２
６
‐

５
７
４
２

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

新
設
・
改
築
に
補
助
し
ま
す

対
象
／
自
治
会
▼
補
助
対
象
／
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設
ま
た
は
改
築
に
要

す
る
経
費
（
部
分
修
繕
、
土
地
の
取
得

費
、
賃
借
料
を
除
く
）
▼
補
助
金
額
／

経
費
の
２
分
の
１
で
上
限
４
万
円
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
。
予
算
の
範
囲
内
で

受
け
付
け
）
▼
条
件
／
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置
場
所
の
土
地
所
有
者
の
承

諾
を
得
て
い
る
こ
と（
承
諾
書
が
必
要
）

▼
申
し
込
み
／
事
前
に
電
話
で
市
環
境

ど
も
と
父
ま
た
は
母
の
い
ず
れ
か
で
構

成
さ
れ
る
ひ
と
り
親
世
帯
▼
内
容
／
救

急
安
心
カ
ー
ド
、
ス
テ
ッ
カ
ー
３
枚
、

収
納
容
器
▼
申
し
込
み
／
所
属
す
る
自

治
会
ま
た
は
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係
へ

直
接

◆
①
～
③
に
該
当
し
な
い
方
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
カ
ー
ド
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
す
で
に
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
、

カ
ー
ド
の
記
載
内
容
を
修
正
す
る
必
要

が
あ
る
方
に
も
配
布
し
ま
す
。

◆
自
治
会
組
織
が
な
い
地
区
の
方
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
救
急
安
心
カ
ー
ド
っ
て
？

　

か
か
り
つ
け
医
や
緊
急
時
の
連
絡
先

を
記
入
し
た
カ
ー
ド
で
す
。
収
納
容
器

に
入
れ
て
自
宅
の
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る

こ
と
で
、
緊
急
時
の
対
応
に
役
立
ち
ま

す
。

問
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係
☎
２
６
‐
５

７
３
１

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

４
月
10
日
㈫
に
該
当
す
る
方
の
預
金

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

２
６
‐
５
７
３
４

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

４
月
11
日
㈬
に
該
当
す
る
方
の
預
金

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
放
送
の
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た

　

防
災
行
政
無
線
お
よ
び
防
災
ラ
ジ
オ

の
緊
急
放
送
が
聞
き
取
れ
な
い
と
き
や

聞
き
逃
し
た
場
合
に
、
放
送
内
容
を
電

話
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
（
放
送
か

ら
２
時
間
以
内
）。

同
サ
ー
ビ
ス
電
話
番
号
／
２
４
‐６
５
５
１

問
市
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係 

☎
２

６
‐
５
７
０
１

重
大
な
消
防
法
違
反
建
物
の

公
表
が
始
ま
り
ま
す

　

百
貨
店
、ホ
テ
ル
、飲
食
店
な
ど
の

不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す
る
施
設

で「
屋
内
消
火
栓
設
備
」「
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
」「
自
動
火
災
報
知
設
備
」の

未
設
置
な
ど
の
消
防
法
上
重
大
な
違
反

が
あ
る
建
物
を
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
制
度
が
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

問
同
本
部
予
防
課 

☎
６
１
‐
７
１
１
３

救
急
安
心
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

対
象
／
①
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
（
日
中
１
人
に
な
る
時

間
が
長
い
な
ど
実
質
的
に
１
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
を
含
む
） 

②
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
み
の
世
帯 

③
18
歳
未
満
の
子
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◆
申
込
用
紙
は
消
防
本
部
、
各
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。

問
同
組
合
予
防
課 

☎
６
１
‐
７
１
１
４

募

集

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

酒
田
ま
つ
り
仔
獅
子
の
引
き
手
募
集

　

今
年
の
酒
田
ま
つ
り
は
、
５
月
19
日

㈯
宵
祭
り
、
20
日
㈰
本
祭
り
、
21
日
㈪

裏
祭
り
で
す
。

日
時
／
５
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

▼
対
象
／
小
学
生
以
下
▼
定
員
／
先
着

80
人
▼
申
し
込
み
／
４
月
４
日
㈬
～
16

日
㈪
に
市
交
流
観
光
課
観
光
戦
略
係
へ 

☎
２
６
‐５
７
５
９

◆
学
校
、
子
ど
も
会
以
外
の
参
加
は
保

護
者
同
伴
。
は
っ
ぴ
は
用
意
し
ま
す
。

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

﹁
か
ざ
み
ど
り
﹂会
員
募
集

　

部
活
と
両
立
し
な
が
ら
自
分
の
ペ
ー

ス
で
活
動
で
き
ま
す
。

活
動
日
時
／
必
要
に
応
じ
て
随
時
▼
場

所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
▼
対
象
／

本
市
在
住
か
本
市
の
高
校
へ
通
学
し
て

い
る
高
校
生
▼
内
容
／
本
市
事
業
へ
の
協

力
、
募
金
活
動
、
そ
の
他
独
自
活
動
な

ど
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
市
社
会
教
育
文
化

課
公
民
館
事
業
係
へ 

☎
２
４‐２
９
９
３

～
午
後
６
時

︻
休
館
︼
４
月
15
日
㈰

問
光
ケ
丘
プ
ー
ル 

☎
３
３
‐
０
１
７
０

図
書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料

送
信
サ
ー
ビ
ス
の
供
用
開
始

　

国
立
国
会
図
書
館
が
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
資
料
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
開
さ
れ
て
い
な
い
資
料
（
約
１
５
０

万
点
）
を
中
央
図
書
館
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

対
象
／
市
立
図
書
館
に
利
用
登
録
の
あ

る
方
ま
た
は
団
体
▼
申
し
込
み
／
中
央

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

問
中
央
図
書
館 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

甲
種
・
乙
種︵
全
類
︶・
丙
種
危
険
物

取
扱
者
試
験
お
よ
び
準
備
講
習
会

︻
試
験
︼
日
時
／
６
月
16
日
㈯
午
前
中

▼
場
所
／
県
立
酒
田
光
陵
高
等
学
校
▼

受
付
期
間
／
︻
電
子
申
請
︼
５
月
４
日

㈷
～
14
日
㈪ 

︻
書
面
申
請
︼
５
月
７
日

㈪
～
17
日
㈭

◆
願
書
は
消
防
本
部
、
各
消
防
署
に
あ

り
ま
す
。

︻
準
備
講
習
会
︼
乙
種
第
４
類
／
５
月

16
日
㈬
、
17
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分
（
２
日
間
）
▼
場
所
／
酒

田
地
区
広
域
行
政
組
合
施
設
管
理
棟

（
広
栄
町
三
丁
目
）
▼
申
し
込
み
／
５

月
７
日
㈪
ま
で
酒
田
地
区
広
域
行
政
組

合
消
防
本
部
予
防
課
へ

を
延
長
10
㍍
以
上
で
改
修
す
る
事
業 

③
林
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
▼
助

成
金
額
／
①
作
業
道
開
設
に
か
か
る
経

費
の
２
分
の
１
以
内
の
額
で
上
限
40
万

円 

②
作
業
道
改
修
に
か
か
る
経
費
の

２
分
の
１
以
内
の
額
で
上
限
40
万
円 

③
災
害
復
旧
に
か
か
る
費
用
の
３
分
の

２
以
内
の
額
で
上
限
75
万
円
（
予
算
の

範
囲
内
）
▼
申
し
込
み
／
４
月
２
日
㈪

～
市
農
林
水
産
課
林
業
振
興
係 

☎
４
３

‐８
７
０
８
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

産
業
課
へ

魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
に
取
り
組

む
自
治
会
な
ど
を
支
援
し
ま
す

対
象
／
地
域
の
公
園
に
植
栽
や
遊
具
な

ど
を
自
分
た
ち
で
計
画
・
整
備
し
よ
う

と
す
る
自
治
会
な
ど
の
団
体
▼
補
助
対

象
／
技
術
指
導
費
、
機
械
な
ど
の
借
り

上
げ
費
、
材
料
な
ど
の
購
入
費
▼
申
し

込
み
／
４
月
20
日
㈮
～
市
土
木
課
公
園

緑
地
係
へ 

☎
２
６
‐５
７
４
５
（
先
着

順
、
予
算
範
囲
内
で
受
け
付
け
）

◆
日
頃
の
点
検
や
簡
単
な
手
直
し
な
ど
、

整
備
後
の
管
理
は
各
団
体
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

す
る
か
、
同
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

光
ケ
丘
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

︻
時
間
変
更
︼
４
月
14
日
㈯
午
前
10
時

万
円 

︻
個
人
︼
上
限
50
万
円 

︻
水
田
で

の
取
り
組
み
︼
経
費
の
２
分
の
１
以
内 

︻
畑
地
・
果
樹
園
・
そ
の
他
で
の
取
り

組
み
︼
経
費
の
３
分
の
１
以
内
▼
申
し

込
み
／
４
月
27
日
㈮
ま
で
市
農
政
課
複

合
経
営
振
興
係
へ 

☎
２
６
‐５
７
５
２

◆
種
苗
は
、
産
地
化
を
目
指
す
モ
デ
ル
的
な

実
証
圃
で
単
年
度
の
み
。

農
産
物
の
販
路
拡
大
に
対
す
る

取
り
組
み
に
補
助
し
ま
す

対
象
／
県
外
で
実
施
さ
れ
る
見
本
市
、

商
談
会
へ
の
出
展
や
農
産
物
の
販
売
活

動
を
行
う
、
市
内
在
住
の
２
戸
以
上
の

農
業
者
団
体
ま
た
は
農
業
法
人
な
ど
▼

補
助
金
額
／
︻
販
路
拡
大
の
た
め
の
新

規
の
取
り
組
み
︼
定
額
で
上
限
30
万
円 

︻
友
好
都
市
と
の
交
流
事
業
で
の
取
り

組
み
︼
定
額
で
上
限
10
万
円
▼
補
助
対

象
経
費
／
出
展
料
、
送
料
、
旅
費
な
ど

▼
申
し
込
み
／
︻
一
次
締
め
切
り
︼
４

月
27
日
㈮
ま
で
市
農
政
課
総
合
農
政
係

へ 

☎
２
６
‐５
７
９
２
（
以
降
予
算
の

範
囲
内
で
随
時
受
け
付
け
）

森
林
の
作
業
道
整
備
に
助
成
し
ま
す

対
象
団
体
／
市
内
の
地
区
ま
た
は
３
戸

以
上
で
組
織
す
る
林
業
グ
ル
ー
プ
で
、

本
市
に
住
所
を
有
す
る
方
が
構
成
員
に

い
る
団
体
▼
対
象
事
業
／
①
林
内
作
業

道
を
延
長
３
０
０
㍍
以
上
、
幅
３
㍍
以

上
で
開
設
す
る
事
業 

②
林
内
作
業
道
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６
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日
（
更

新
な
し
）
▼
勤
務
時
間
／
平
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
▼
募
集
人
員

／
①
②
各
１
人
▼
給
与
／
月
額
20
万
円

～
22
万
円
▼
申
し
込
み
／
５
月
９
日
㈬

（
必
着
）
ま
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介

状
、
履
歴
書
と
志
望
動
機
（
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
）、
職
務
経
歴
書

（
任
意
様
式
）を
添
え
て
、
〒
９
９
８
‐

８
５
４
０
（
住
所
不
要
）
酒
田
市
商
工

港
湾
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
雇
用
対
策
係 

☎
２
６
‐
５
７
５
７

旧
阿
部
家
﹁
春
の
会
﹂
参
加
者
募
集

日
時
／
４
月
29
日
㈷
午
後
２
時
～
▼
場

所
／
旧
阿
部
家
▼
対
象
／
小
学
生
と
保

護
者
▼
定
員
／
先
着
30
人
▼
内
容
／
よ

も
ぎ
団
子
作
り
、
ひ
な
流
し
▼
費
用
／

１
０
０
円
（
材
料
代
）
▼
申
し
込
み
／

４
月
24
日
㈫
ま
で
旧
阿
部
家
へ 

☎
５

４
‐
２
７
７
６

問
平
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振

興
係 

☎
５
２
‐
３
９
１
０

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
シ
ア
タ
ー

Ｏオ
ズＺ

機
器
操
作
講
習
会
受
講
者
募
集

日
時
／
４
月
25
日
㈬
～
27
日
㈮
の
午
後

７
時
～
９
時
（
３
日
間
）
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
シ
ア

タ
ー
Ｏ
Ｚ
の
音
響
照
明
機
器
を
今
後
利

基
本
練
習
、
み
な
と
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

お
し
ん
レ
ー
ス
の
コ
ー
ス
試
走
▼
費
用

／
中
学
生
以
下
８
０
０
円
、
高
校
生
以

上
１
千
８
５
０
円
（
保
険
料
。
施
設
利

用
料
別
途
）
▼
申
し
込
み
／
４
月
26
日

㈭
ま
で
庄
内
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
事

務
局
、
荒
木 

☎
０
９
０
‐
８
２
５
８
‐

１
９
７
８

酒
田
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室

﹁
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室
﹂参
加
者
募
集

日
時
／
４
月
22
日
～
12
月
９
日
の
日
曜

日
午
前
10
時
～
正
午
（
全
12
回
）
▼
場

所
／
光
ケ
丘
球
技
場
、
最
上
川
河
川
敷

公
園
、
親
子
ス
ポ
ー
ツ
会
館
▼
対
象
／

小
学
生
以
上
▼
内
容
／
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
腰
に
付
け
た
タ
グ
を
取
る
、
体

の
ぶ
つ
か
り
あ
い
の
な
い
ラ
グ
ビ
ー
▼

費
用
／
中
学
生
以
下
８
０
０
円
、
高
校

生
以
上
１
千
８
５
０
円
（
保
険
料
）
▼

申
し
込
み
／
４
月
19
日
㈭
ま
で
の
平
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
酒
田
市
体

育
協
会
事
務
局
へ 

☎
３
１
‐５
５
３
９

（
申
し
込
み
期
限
以
降
も
随
時
受
け
付

け
し
ま
す
）

問
酒
田
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
、
松
平 

☎
２
２
‐
２
２
１
２

酒
田
市
雇
用
創
造
協
議
会

ス
タ
ッ
フ
募
集

募
集
職
種
／
①
観
光
分
野
ス
タ
ッ
フ 

②
商
品
開
発
ス
タ
ッ
フ
▼
雇
用
期
間
／

が
準
備
で
き
る
方
は
不
要
）
▼
申
し
込

み
／
４
月
10
日
㈫
午
前
10
時
～
費
用
を

添
え
て
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
市
社

会
教
育
文
化
課
へ
（
電
話
申
し
込
み
不

可
）

問
同
課
公
民
館
事
業
係 

☎
２
４
‐
２
９

９
３介

護
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
う

﹁
認
知
症
カ
フ
ェ
﹂参
加
者
募
集

日
時
／
４
月
26
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ

ラ
ザ
▼
対
象
／
認
知
症
の
方
本
人
お
よ

び
介
護
者（
介
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

▼
内
容
／
ミ
ニ
講
話
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

体
操
」、
茶
話
会
▼
費
用
／
２
０
０
円

（
茶
菓
子
代
）
▼
申
し
込
み
／
当
日
会

場
へ

◆
同
会
場
の
駐
車
場
を
利
用
し
た
方
に

は
無
料
駐
車
券
を
発
行
し
ま
す
。

◆
車
椅
子
で
の
参
加
も
可
。

問
市
介
護
保
険
課
予
防
支
援
係 

☎
２

６
‐
５
７
５
５

酒
田
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室﹁
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
教
室
﹂参
加
者
募
集

期
日
／
４
月
30
日
（
振
休
）
～
６
月
16

日
㈯
（
全
10
回
）
▼
時
間
／
１
回
に
つ

き
３
時
間
程
度
▼
場
所
／
北
港
緑
地
公

園
ほ
か
▼
対
象
／
中
学
生
以
上
▼
内
容

／
体
力
に
合
わ
せ
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

（
ス
イ
ム
、
バ
イ
ク
、
ラ
ン
）
の
講
義・

酒
田
マ
リ
ー
ン
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団

団
員
募
集

　

楽
し
み
な
が
ら
歌
を
歌
っ
て
、
友
達

の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
時
／
毎
週
土
曜
日
の
午
前
10
時

～
11
時
30
分
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
／
市
内
の
小
学
１
年
生
～

中
学
３
年
生
▼
内
容
／
合
唱
練
習
、
定

期
演
奏
会
、
福
祉
施
設
訪
問
、
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
な
ど
▼
講
師
／

関
矢
順
氏
ほ
か
▼
費
用
／
入
会
金
５
千

円
、年
会
費
前
期
、後
期
各
５
千
円
（
制

服
代
別
途
）
▼
申
し
込
み
／
５
月
５
日

㈷
ま
で
入
会
金
を
添
え
て
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
事
務
室
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
３

小
学
６
年
生
の﹁
日
本
の
歴
史
﹂授

業 

学
び
直
し
講
座
受
講
者
募
集

日
時
／
５
月
17
日
㈭
、
６
月
15
日
㈮
、

９
月
13
日
㈭
、
11
月
15
日
㈭
、
平
成
31

年
１
月
15
日
㈫
、
３
月
15
日
㈮
の
午
後

６
時
30
分
～
８
時
30
分
（
全
６
回
）
▼

場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／

本
市
お
よ
び
三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐

町
在
住
ま
た
は
勤
務
先
の
あ
る
18
歳
以

上
の
方
▼
定
員
／
先
着
30
人
▼
内
容
／

小
学
校
で
勉
強
し
た
「
日
本
の
歴
史
」

を
、
授
業
で
使
っ
て
い
る
教
科
書
を
も

と
に
学
び
直
す
講
座
▼
講
師
／
大
井

康
嗣
氏
▼
費
用
／
受
講
料
ほ
か
８
０
０

円
、
テ
キ
ス
ト
代
４
１
１
円
（
教
科
書
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土
門
拳
記
念
館

☎
３
１
‐
０
０
２
８

月
曜
日
休
館
・
４
月
16
日
㈪
～

18
日
㈬
展
示
替
休
館

◆
歳
時
記
―
カ
レ
ン
ダ
ー
に
寄
せ
て
― 

◆
ぼ
く
と
酒
田 

◆
第
23
回
酒
田
市
土

門
拳
文
化
賞
受
賞
作
品
展 

石
津
武
史

「『
俺
は
負
け
な
い
！
』終つ
い

の
住す
み

処か

で
…
」

ほ
か
奨
励
賞
作
品［
４
月
15
日
㈰
ま
で
］

◆
特
別
展 

昭
和
の
目
撃
者 

林
忠
彦

vs
土
門
拳 

◆
藤
田
嗣
治　

日
本
で
の

日
々
［
４
月
19
日
㈭
～
７
月
17
日
㈫
］

酒
田
市
立
資
料
館
☎
２
４
‐
６
５
４
４

無
休

◆
第
２
０
６
回
企
画
展
―
開
館
40
周
年

―
酒
田
と
資
料
館
の
あ
ゆ
み
［
４
月
７

日
㈯
～
６
月
11
日
㈪
］（
裏
表
紙
参
照
）

阿
部
記
念
館

☎
６
２
‐
２
９
２
５

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
開
館

◆
阿
部
記
念
館
所
蔵 

絵
び
ら
展
［
５

月
６
日
㈰
ま
で
］

︻
常
設
︼
阿
部
次
郎
の
書
・
書
簡
・
原
稿
、

阿
部
襄
の
貝
の
標
本
、
阿
部
家
ゆ
か
り

の
遺
品
な
ど
（
土
曜
・
日
曜
日
は
小
中

学
生
以
下
無
料
）

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２
‐
３
５
６
２

◆
本
間
家
の
お
ひ
な
さ
ま
［
４
月
上
旬

ま
で
］

◆
端
午
の
節
句
と
刀
装
具
（
五
月
飾
り

と
鎧・拵・刀
掛  

職
人
の
技
と
美
）［
４

月
上
旬
～
６
月
初
旬
］

５
２
‐
３
９
１
０

展

示

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１
‐
０
０
９
５

会
期
中
無
休

◆
培
広
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
華
麗
な
る
美

人
画
展
―
上
村
松
園
、伊
東
深
水
、竹
久

夢
二
、そ
し
て
佐
藤
公
紀
―［
４
月
28
日

㈯
～
５
月
27
日
㈰
］（
裏
表
紙
参
照
）

◆
ど
う
ぶ
つ
た
ち
の
棲す

む
森 

は
し
も
と

み
お
木
彫
り
の
世
界
展
［
４
月
22
日
㈰

ま
で
］

︻
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︼

◆
ア
ト
リ
絵
の
会
作
品
展
２
０
１
８

［
４
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰
］

◆
第
17
回
菅
原
真
理
子
キ
ル
ト
ス
ク
エ

ア
展
［
４
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰
］

松
山
文
化
伝
承
館
☎
６
２
‐
２
６
３
２

月
曜
日
休
館

◆
子
ど
も
の
幸
せ
を
祈
る
―
民
俗
行
事

と
お
雛
様
― 

◆
真
下
慶
治
記
念
室 

最

上
川
Ⅴ
［
４
月
８
日
㈰
ま
で
］

◆
創
作
七
宝
焼
き
の
魅
力 

大
山
阿
津
子・

大
山
芙
由
美 

親
子
展 

◆
最
上
川
Ⅰ

［
４
月
13
日
㈮
～
６
月
10
日
㈰
］

︻
七
宝
焼
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
︼
日
時

／
４
月
22
日
㈰
、
５
月
６
日
㈰
の
午
前

10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
▼
内
容
／

ア
ク
セ
サ
リ
ー
各
種
▼
費
用
／
５
０
０

円
～
１
千
８
０
０
円
（
材
料
費
。
入
館

料
別
途
）
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用

／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
開
催
日
前

日
ま
で
電
話
で
平
田
総
合
支
所
地
域
振

興
課
健
康
福
祉
係
へ
☎
５
２‐３
９
１
１

◆
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

さ
し
こ
教
室
受
講
生
募
集

日
時
／
５
月
23
日
～
９
月
26
日
の
毎
月

第
２
、
第
４
水
曜
日
（
８
月
８
日
を
除

く
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
全

８
回
）
▼
場
所
／
平
田
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
︻
①
初
級
︼
初
心

者 

︻
②
中
級
と
上
級
︼
初
級
ま
た
は
中

級
修
了
者
▼
定
員
／
①
先
着
20
人 

②

各
先
着
15
人
▼
講
師
／
平
田
さ
し
こ
の

会
▼
費
用
／
無
料（
材
料
は
各
自
準
備
）

▼
申
し
込
み
／
４
月
10
日
㈫
～
電
話
で

平
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ 

☎
５

２
‐３
９
１
０

胎
蔵
山
春
祭
り
登
山
参
加
者
募
集

日
時
／
５
月
３
日
㈷
午
前
７
時
～
午
後

３
時
（
雨
天
決
行
）
▼
集
合
／
元
田
沢

薬
師
神
社
本
殿
（
田
沢
）
▼
対
象
／
小

学
生
以
上
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）
▼
持
ち
物
／
雨
具
、
昼
食
、

飲
み
物
、
ロ
ウ
ソ
ク
２
本
、
賽さ
い

銭せ
ん

な
ど

▼
費
用
／
５
０
０
円
（
記
念
品
代
）
▼

申
し
込
み
／
胎
蔵
ロ
マ
ン
会
、
岩
間 

☎
５
４
‐
２
７
６
６

問
平
田
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係 

☎

用
す
る
予
定
で
、
全
日
受
講
で
き
る
方

▼
定
員
／
先
着
20
人（
更
新
の
方
含
む
）

▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
４
月
17

日
㈫
ま
で
平
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課

健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２
‐３
９
１
１

心
を
癒
す
ア
ロ
マ
の
世
界 P

パ
ー
ト

art

３ 

参
加
者
募
集

日
時
／
５
月
12
日
㈯
午
後
２
時
～
５
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
20
代

～
30
代
の
独
身
男
女
▼
定
員
／
各
８

人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
▼
内
容
／

ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
▼
講
師
／
ア

ロ
マ
ハ
ウ
ス
香
恋 

小
林
幸
氏
▼
費
用

／
３
千
円
（
材
料
費
ほ
か
）
▼
申
し
込

み
／
５
月
６
日
㈰
ま
で
住
所
、氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、年
齢
、携
帯
電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
、
市
結
婚
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ 

*kekkon-sc@
city.sakata.lg.jp

◆
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
メ
ー
ル
を

受
信
で
き
る
よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
決
定
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６
‐
５
６
７
０

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会
参
加
者
募
集

日
時
／
５
月
８
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時
、

９
日
㈬
午
前
９
時
～
11
時
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校
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三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐
町
在
住
か
、

本
市
に
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
込
時
に
相

談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）
▼

相
談
員
／
藤
井
正
寿
弁
護
士
▼
申
し
込

み
／
４
月
９
日
㈪
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
に
電
話
で
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６
‐５

７
２
６

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時
／
４
月
18
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼

相
談
員
／
精
神
保
健
福
祉
士
▼
対
象
／

眠
れ
な
い
、
気
分
が
ふ
さ
ぐ
、
人
と
会

い
た
く
な
い
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
本
市

在
住
の
方
と
そ
の
家
族
で
、
専
門
医
に

通
院
し
て
い
な
い
方
▼
定
員
／
先
着
２

人
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
４
月

16
日
㈪
ま
で
市
健
康
課
健
康
係
へ 

☎

２
４
‐５
７
３
３

さ

か

た

情

報

ひ

ろ

ば

◆
国
・
県
・
市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
◆

日
本
海
総
合
病
院﹁
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と

乳
房
手
術
後
補
整
下
着
の
合
同
相
談
会
﹂

日
時
／
４
月
26
日
㈭
午
後
１
時
～
３

時
▼
場
所
／
日
本
海
総
合
病
院
２
階 　

︻
常
設
︼
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の
「
亀

笠
鉾
」（
入
場
無
料
）

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊

相
馬
樓

☎
２
１
‐
２
３
１
０

◆
酒
田
の
お
ひ
な
さ
ま
［
４
月
３
日
㈫

ま
で
］

︻
常
設
︼竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、現
代
雛

旧
鐙
屋

☎
２
２
‐
５
０
０
１

◆
南
州
翁
遺
訓 

三
矢
本
（
明
治
23
年

３
月
８
日
再
版
）［
５
月
上
旬
ま
で
］

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２
‐
０
１
４
６

◆
第
13
回
・
傘
福
展
示 

湊
町
酒
田
の

傘
福
［
５
月
20
日
㈰
ま
で
］

︻
常
設
︼人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

あ
い
お
い

工
藤
美
術
館 
☎
０
９
０
‐
２
８
４
６
‐
６
８
４
６

金
曜
～
日
曜
日
、
祝
日
開
館

◆
北
前
船
が
運
ん
だ
古
典
名
雛
と
金
魚

雛（
佐
藤
真
生
作
）［
４
月
８
日
㈰
ま
で
］

◆
「
花
」
の
デ
ザ
イ
ン
美
術
工
芸
品
展

［
４
月
13
日
㈮
～
５
月
13
日
㈰
］

︻
常
設
︼
庄
内
の
民
芸
品

相

談

無
料
法
律
相
談

日
時
／
４
月
24
日
㈫
午
後
５
時
～
８
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市
、

本
間
美
術
館

☎
２
４
‐
４
３
１
１

●
美
術
展
会
場
・
清
遠
閣
会
場

◆
北
前
船
が
伝
え
た
華 

雛
祭
古
典
人

形
展
［
４
月
２
日
㈪
ま
で
］

●
美
術
展
会
場

◆
酒
田
の
文
化
財
と
茶
道
名
宝
展
［
４

月
８
日
㈰
～
６
月
５
日
㈫
］

【
館
長
講
話
﹁
酒
田
の
文
化
財
﹂︼
日
時

／
４
月
29
日
㈷
午
後
２
時
～

●
清
遠
閣
会
場

◆
前
期
収
蔵
作
品
展 
日
本
と
中
国
の

陶
磁
器
を
中
心
に
［
４
月
７
日
㈯
～
７

月
11
日
㈬
］

ひ
ら
た

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
☎
５
２
‐
３
９
１
１

◆
佐
藤
光
治
作
品
展
［
４
月
30
日
（
振

休
）
ま
で
］

さ
か
た
街
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３
‐
１
９
１
１

火
曜
・
水
曜
日
休
館

◆
写
心
会 H

ハ
ー
フ

alf T

ト
ー
ン

one

写
真
展
［
４
月

５
日
㈭
～
16
日
㈪
］

◆
切
手
趣
味
週
間
切
手
展
［
４
月
20
日

㈮
～
23
日
㈪
］

◆
ブ
ナ
の
声
２
０
１
８ 

斎
藤
政
広
写

真
展
［
４
月
27
日
㈮
～
５
月
14
日
㈪
］

酒
田
夢
の
倶
楽

﹁
華
の
館
﹂ 

☎
２
２
‐
１
２
２
３

◆
湊
酒
田 

加
藤
家
の
お
雛
さ
ま
［
４

月
３
日
㈫
ま
で
］

◆
鈴
木
章
子
「
皮
革
工
芸
の
世
界
」［
４

月
28
日
㈯
～
５
月
28
日
㈪
］

講
堂
▼
対
象
／
病
気
治
療
中
で
脱
毛
が

心
配
な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方
▼
内
容

／
５
社
の
メ
ー
カ
ー
が
参
加
▼
費
用
／

無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
同
病
院 

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６
‐
５
２
８
２

生
涯
学
習
施
設﹁
里
仁
館
﹂

第
１
回
特
別
公
開
講
座
開
催

日
時
／
４
月
14
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
時
▼
場
所
／
松
山
城
址
館
▼
定

員
／
１
０
０
人
▼
内
容
／
元
鶴
岡
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊 

田
口
比
呂
貴
氏
に

よ
る
講
演 

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら

地
域
人
に
な
る
ま
で
」
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
生
涯
学
習
施
設
里
仁
館 

☎
６
１
‐
４

３
６
１

生
涯
学
習
施
設
里
仁
館

健
康
講
座﹁
元
気
だ
の
う
﹂

　

健
康
で
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
最

新
の
医
療
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
／
①
５
月
９
日 

②
６
月
13
日 

③

７
月
４
日
の
水
曜
日
午
後
７
時
～
８
時

30
分
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着
50

人
▼
内
容
／
①
い
ま
ど
き
の
便
秘
症
治

療
に
つ
い
て 

②
形
成
外
科
の
最
近
の

ト
ピ
ッ
ク
ス 

③
認
知
症
に
つ
い
て
▼

講
師
／
日
本
海
総
合
病
院 

①
消
化
器

内
科
医
師 

須
田
健
生
氏 

②
形
成
外
科
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*m
oukin@

raptor-c.com

◆
悪
天
候
に
よ
る
実
施
の
有
無
に
つ
い

て
は
、
当
日
の
午
前
６
時
～
６
時
30
分

に
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
本
の
楽
器
体
験
教
室

篠
笛
特
別
講
座
参
加
者
募
集

日
時
／
４
月
30
日
（
振
休
）
午
後
１
時

～
▼
場
所
／
希
望
ホ
ー
ル
▼
対
象
／
小

学
４
年
生
以
上（
親
子
で
の
参
加
も
可
）

▼
定
員
／
先
着
15
人
▼
講
師
／
篠
笛
奏

者 

狩
野
泰
一
氏
▼
費
用
／
無
料
（
楽

器
購
入
の
場
合
２
千
６
０
０
円
）
▼
申

し
込
み
／
山
形
箏
曲
彩
音
会
篠
笛
講
座

特
別
係
へ 

☎
０
９
０
‐
９
４
２
５
‐
８

８
２
４

◆
楽
器
は
六
本
調
子
唄
物
を
使
い
ま
す
。

お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

た
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
▼
費
用
／

３
０
０
円
（
保
険
料
、
資
料
代
）
▼
申

し
込
み
／
５
月
９
日
㈬
ま
で
同
協
会
事

務
局
、
佐
々
木 

☎
０
９
０
‐
２
９
５
３
‐

５
０
２
２

農
作
業
を
し
て
く
れ
る
方
募
集

　
Ｊ
Ａ
そ
で
う
ら
で
は
、
農
業
の
労
働

力
不
足
を
補
う
た
め
、
農
作
業
を
し
て

く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
農
作
業
に
関
心
の
あ
る
方
（
経

験
不
問
）
▼
内
容
／
畑
作
物
の
出
荷
調

整
作
業
、
収
穫
作
業
な
ど
▼
申
し
込
み

／
Ｊ
Ａ
そ
で
う
ら
農
作
業
無
料
職
業
紹

介
所
へ 

☎
９
２
‐
４
７
５
０

◆
詳
し
く
は
Ｊ
Ａ
そ
で
う
ら
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp://w

w
w

.ja-sodeura.or.jp

を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

春
を
感
じ
る
さ
え
ず
り
観
察
会

日
時
／
４
月
29
日
㈰
午
前
８
時
～
正
午

▼
集
合
／
大
山
公
園
駐
車
場
（
鶴
岡

市
）
▼
対
象
／
小
学
生
以
上
▼
内
容
／

春
の
訪
れ
を
野
鳥
の
声
を
聴
き
な
が

ら
感
じ
る
▼
講
師
／
ネ
イ
チ
ャ
ー
カ

メ
ラ
マ
ン 

太
田
威
氏
▼
費
用
／
大
人

１
０
０
円
（
保
険
代
・
資
料
代
）、
中

学
生
以
下
無
料
▼
申
し
込
み
／
４
月

26
日
㈭
ま
で
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー 
☎
０
２
３
５
‐
６
２
‐
４
３
２
１ 

*visitor@
bz04.plala.or.Jp

ま
た
は
猛

禽
類
保
護
セ
ン
タ
ー 
☎
６
４
‐
４
６
８

18
日
㈬
・「
用
心
棒
」、
25
日
㈬
・「
ゲ
ッ

タ
ウ
エ
イ
（
洋
画
）」
▼
時
間
／
午
後

１
時
30
分
～
▼
費
用
／
無
料 

︻
パ
ソ
コ

ン
教
室
４
月
生
募
集
︼
対
象
／
初
め
て

の
方
（
他
の
コ
ー
ス
も
あ
り
）
▼
費
用

／
４
千
円
（
資
料
代
）
▼
申
し
込
み
／

カ
フ
ェ
す
ま
い
る
、
齋
藤 

☎
０
８
０
‐

３
５
２
６
‐
６
１
４
７ 

︻
う
た
ご
え
喫

茶
︼
日
時
／
４
月
９
日
㈪
午
後
７
時
～

▼
費
用
／
４
０
０
円

問
す
ま
い
る 

☎
５
２
‐
３
１
３
０

庄
内
能
楽
館
﹁
庄
内 

夜
遊
の
調
べ
﹂

日
時
／
５
月
８
日
㈫
午
後
６
時
～
（
５

時
開
場
）
▼
場
所
／
庄
内
能
楽
館
（
浜

松
町
）
▼
料
金
／
一
般
３
千
円
、
学
生

１
千
円
、
中
学
生
以
下
無
料
▼
内
容
／

［
素
謡
］
翁 
［
舞
囃
子
］
高
砂 

［
仕
舞
］

箙 ［
舞
囃
子
］
葛
城 ［
仕
舞
］
花
筐 ［
舞

囃
子
］
山
姥
▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
マ

リ
ー
ン
５
清
水
屋
、
み
ず
ほ
八
文
字
屋
、

庄
内
能
楽
館

問
庄
内
能
楽
館 

☎
３
３
‐
４
５
６
８

︵
平
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時
︶ 
FAX
４

３
‐
０
５
３
３

春
の
野
鳥
観
察
会
参
加
者
募
集

日
時
／
５
月
12
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

▼
集
合
／
舞
鶴
公
園
駐
車
場
▼
対
象
／

里
山
を
歩
け
る
方
▼
定
員
／
先
着
20
人

▼
内
容
／
身
近
な
鳥
の
さ
え
ず
り
と
春

の
息
吹
を
楽
し
む
▼
講
師
／
鳥
海
や
わ

医
師 

田
村
梨
紗
氏 

③
認
知
症
看
護
認

定
看
護
師 

大
坂
恵
理
子
氏
▼
費
用
／

３
回
で
５
０
０
円（
初
回
講
座
で
受
領
）

▼
申
し
込
み
／
里
仁
館
へ 

☎
６
１
‐
４

３
６
１

酒
田
吹
奏
楽
団 

第
46
回
定
期
演
奏
会

日
時
／
４
月
29
日
㈷
午
後
２
時
～
（
１

時
15
分
開
場
）
▼
場
所
／
希
望
ホ
ー
ル

▼
費
用
／
一
般
８
０
０
円
、
学
生
３
０

０
円
（
当
日
各
１
０
０
円
増
）、
小
学

生
無
料
（
就
学
前
児
童
入
場
不
可
）
▼

チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
希
望
ホ
ー
ル
ほ
か

問
演
奏
会
実
行
委
員
会
、
岡
部 
☎
０

９
０
‐
７
０
５
６
‐
６
５
７
５

酒
田
ユ
ニ
サ
イ
ク
ル
ケ
セ
ラ
一
輪

車 

演
技
発
表
会

日
時
／
４
月
14
日
㈯
午
後
６
時
～
、
15

日
㈰
午
後
１
時
～
、
午
後
５
時
～
（
２

回
公
演
）
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
シ
ア
タ
ー
Ｏ
Ｚ
▼
出
演
／
特
別

ゲ
ス
ト
、
山
形
田
沢
っ
子
こ
ぐ
ぞ
～
ク

ラ
ブ
、
Ｓ
★
リ
ン
ク
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
阿
曽

☎
５
２
‐
３
２
８
４

す
ま
い
る
の
催
し

︻
す
ま
い
る
名
作
映
画
鑑
賞
会
︼
期
日
・

内
容
／
４
月
４
日
㈬
・「
男
は
つ
ら
い

よ
」、11
日
㈬・「
エ
デ
ン
の
東
（
洋
画
）」、

インフォメーションさかた
酒田市からのさまざまな情報
をお知らせします。

［月曜〜金曜日］
午前8時〜、午後0時20分〜

［金曜日］
午後5時45分〜

酒田エフエム
放送で

災害が起こったら

問市長公室広報広聴係
☎26‐5706

市公式 F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebookで

酒田の 「今」 を

感じてください

いいね!
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お知らせいろいろ月4
Sakata nformation

飽
海
地
域
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

方
▼
定
員
／
先
着
８
人
▼
相
談
員
／

東
海
林
正
樹
弁
護
士
▼
申
し
込
み
／
４

月
２
日
㈪
～
26
日
㈭
に
同
金
庫
酒
田
支

店
へ 

☎
２
２
‐０
３
２
１

無
料
登
記
・
境
界
問
題
相
談

日
時
／
４
月
17
日
㈫
午
前
９
時
30
分
～

正
午
▼
場
所
／
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
緑
町
）▼
内
容
／
土
地
の
売
買・

相
続
・
表
示
の
登
記
、
土
地
境
界
問
題

な
ど
▼
相
談
員
／
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
酒
田
支

部
、
渡
部 

☎
３
５
‐
８
０
１
７

第
１
回
眺
海
の
森

﹁
森
林
教
室
﹂参
加
者
募
集

日
時
／
４
月
29
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▼
場
所
／
眺
海
の
森
森
林
学
習
展

示
館
（
土
渕
）
▼
定
員
／
先
着
30
人
▼

内
容
／
山
野
草
の
観
察
、
苗
木
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
作
り
▼
費

用
／
１
千
円
（
保
険
料
、
材
料
費
、
昼

食
代
。
さ
ん
さ
ん
の
入
浴
券
ま
た
は

森
の
家
の
そ
ば
割
引
券
付
き
）
▼
申
し

込
み
／
眺
海
の
森
森
林
学
習
展
示
館
へ 

☎
６
２
‐３
３
２
３

カ
ラ
テ
無
料
体
験

日
時
／
４
月
17
日
、
24
日
、
５
月
１
日

の
火
曜
日
▼
場
所
／
市
親
子
ス
ポ
ー
ツ

会
館
▼
対
象
／
①
４
歳
～
小
学
６
年
生 

②
中
学
生
以
上
▼
時
間
／
①
午
後
６
時

～
７
時 

②
午
後
７
時
20
分
～
８
時
30

分
▼
内
容
／
突
き
や
蹴
り
の
稽
古
を
号

令
に
合
わ
せ
て
行
い
、
カ
ラ
テ
の
楽
し

さ
、
達
成
感
を
体
感
す
る
▼
持
ち
物
／

動
き
や
す
い
服
装
（
体
操
着
な
ど
）
▼

費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
（
一
社
）

極
真
会
館
田
畑
道
場
へ 

☎
０
２
３
‐
６

２
５
‐０
９
０
０

勤
労
者
無
料
法
律
相
談

日
時
／
４
月
27
日
㈮
午
後
３
時
～
７

時
▼
場
所
／
東
北
労
働
金
庫
酒
田
支

店
（
千
石
町
一
丁
目
）
▼
対
象
／
本
市
、

ラーメンを科学する　年間消費量60億
食超！国民食の「うまさ」の正体

川口友万／著　カンゼン

　世界で5番目の新たな
味覚「うま味」とはどんな
味なのか？おいしい「だ
し」「麺」はいかにして生
まれるのか？ラーメンに
まつわるさまざまな「な
ぜ？」を、科学の力で徹底
解明する。

一般図書

はるのワンピースをつくりに

石井睦美／文　布川愛子／絵
ブロンズ新社

　春のワンピースがほし
くなったさきちゃんは、
大きさも形もぴったりの
服を作ってくれると評判
のミコさんのお店にやっ
てきました。ミコさんは

「どんなワンピースがい
いかしら」といって、さき
ちゃんにいろいろ質問し
ていき…。©ＴＲＣ

児童絵本

キミに会えてよかった

たちまちクライマックス委員会／編
朝比奈歩ほか／著　ポプラ社

　秘密の話を打ち明け
あったり、ケンカしたり、
手紙を交換したり…。誰
かと一緒って、すごく楽
しい！何度も友情を確か
めたくなるショートス
トーリー9編を収録。

中高生向け

親子ふれあいサロンへどうぞ【4月の予定】
問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26‐5613

期日 時間 内容 対象・定員 申し込み

4／11㈬ 10:30～
12:00

「おおきくな～れ」
身長・体重測定

就学前児童
と保護者 当日会場へ

4／17㈫ 10:00～
12:30

「食育講座」
クッキング離乳食 Part1
講師／管理栄養士
星川陽子氏

6か月～8か
月の子ども
と保護者8
組

4／3㈫
9：30～

4／18㈬ 10:30～
11:00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

就学前児童
と保護者 当日会場へ

4／25㈬
～27㈮

11:00～
11:20

「プレイランド」
こいのぼりウィーク

アパート名 所在地 募集戸数 募集区分
川南1号、2号

若宮町二丁目
5 一般用、単身可

川南1号、2号、3号、4号 10 一般用

こがね住宅
こがね町一丁目

1 身体障がい者用

こがね2号、3号 3 一般用

東泉1号、2号 東泉町四丁目 3 一般用

鳥海1号、2号 富士見町三丁目 7 一般用

県営住宅4月募集

資格／現に同居または同居しようとする親族がいて公営住宅法に適合する方

▼入居時期／6月上旬 ▼申し込み／4月5日㈭～11日㈬の午前10時～午後5時に
県営住宅指定管理者西王不動産（庄内総合支庁内）へ ☎0235‐66‐3210
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虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

児童相談所や市相談窓口では、出産・
子育てに関する相談をなんでも受け
付けています。気になることはぜひ
ご連絡ください。
☎市相談窓口電話番号

26-5734
☎児童相談所全国共通ダイヤル

189  いちはやく

◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆ 全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相

談所につながります。

眠れない…は
心のSOS ― 一人で悩まず相談を ―

市健康課 ☎24-5733
八幡総合支所
　　地域振興課 ☎64-3113
松山総合支所
　　地域振興課 ☎62-2611
平田総合支所
　　地域振興課 ☎52-3911
庄内総合支庁地域保健福祉課
☎0235-66-4931
◆平日の午前8時30分～

午後5時15分

こころの相談窓口

酒田市休日診療所  4月の診療日

4月の診療日は、1日㈰、8日㈰、15日㈰、
22日㈰、29日㈰、30日（振休）です。

※急病や軽いけがのときにおいでください。
※保険証を忘れずにお持ちください。

診療受付時間／午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分
（ただし、午前11時30分～午後１時でも急患は受け付けます）
場所／市民健康センター別館（船場町二丁目1-31）
電話／21‐5225（受付時間中のみ）
平日の問い合わせ／市健康課健康係 ☎24‐5733

4月の各種相談　ひとりで悩まずにご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆祝日の相談は事前に問い合わせてください。

項　目 日　時 場所／問い合わせ

市民生活相談
月～金曜日／
8：30～17：15

（12：00～13：00を除く）
市役所2階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所2階、市消費生活センター
☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所2階、市消費生活センター
☎26-6266

山形財務事務所
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8：30～17：15

山形市緑町2-15-3、山形財務事
務所1階理財課

［相談専用電話］023-641-5201

山形いのちの電話 年中無休／
13：00～22：00

（社福）山形いのちの電話
☎023-645-4343

人権相談

10日㈫、24日㈫／
9:30～12:00

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

10日㈫／
9：00～12：00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

18日㈬／
13：30～15：00

松山健康福祉センター
☎62-2611

人権相談
（人権擁護委員駐在日）

月・木曜日／
9：00～16：00

山形地方法務局酒田支局
☎25-2221

行政相談

3日㈫、17日㈫／
13:30～15:00

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

10日㈫／
9：00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

女性のための相談 月～金曜日／
9：00～16：00

交流ひろば1階
☎26-5616

年金受給相談
月曜日／8：30～19：00
火～金曜日／8：30～
17：15

街角の年金相談センター酒田
☎22-4554
電話での相談は鶴岡年金事務所 
☎0235-23-5040

交通事故相談 月～金曜日／
9：00～16：00

山形県交通事故相談所庄内支所
（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相談もあ
ります ☎0235-66-5452

項　目 日　時 場所／問い合わせ

教育相談
月～金曜日／
9：30～18：00
土曜日／
9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談室 
70120-783-042

青少年相談 月～金曜日／
9：30～16：30

総合文化センター1階、市青少年
指導センター ☎24-2901

心配ごと相談 3日㈫、17日㈫／
9:00～12:00

地域福祉センター（新橋二丁目1-19）
☎23-5765

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15

生活自立支援センターさかた
（地域福祉センター内）☎25-0350

FAX24-6299 
*jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談

月～土曜日／
10：00～18：00

山形県若者就職支援センター庄
内プラザ（中町庁舎2階）
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

市役所6階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁産業経済企画課
☎0235-66-5491

身体障がい者更生
相談

第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

精神保健福祉相談
9日㈪／13：30～
15：30（要予約）
◆次回5月24日㈭。

酒田農業技術普及課（若浜コミセン
東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談 月～金曜日／
8：30～17：15

庄内保健所子ども家庭支援課相
談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 24日㈫／13:30～
15:30（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談
室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・梅毒・性器
クラミジア感染症、
Ｂ型肝炎およびC型
肝炎個別相談・検査

［相談］月～金曜日／
8：30～17：15

［検査］毎週火曜日／
9：20～12：00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康相談
室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

鼠
ヶ
関
大
漁
旗
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
／
５
月
５
日
㈷
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30

分
▼
場
所
／
鼠
个
関
港
▼
内
容
／
鮮
魚
販
売

︵
午
前
10
時
︶、鼠
个
関
辨
天
太
鼓
上
演
、漁
船
ク

ル
ー
ジ
ン
グ︵
先
着
３
０
０
人
。乗
船
料
５
０
０

円
︶、魚
の
つ
か
み
ど
り︵
小
学
生
限
定
︶、エ
ビ

汁
や
イ
カ
の
一
夜
干
し
な
ど
の
出
店

問
山
形
県
漁
協
念
珠
関
総
括
支
所 

☎
０
２
３

５
‐
４
４
‐
２
１
０
０

鶴 岡 市

楯
山
公
園
桜
ま
つ
り

日
時
／
４
月
21
日
㈯
、22
日
㈰
午
前
11
時
～
午

後
4
時
▼
場
所
／
楯
山
公
園
▼
内
容
／
鰊・豚
の

あ
ぶ
り
焼
き
の
販
売
、各
種
売
店
、桜
灯
籠
、ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
開
催
な
ど
▼
費
用
／
前
売
り
券

１
千
円
▼
前
売
り
券
販
売
所
／
ク
ラ
ッ
セ︵
余
目

駅
前
︶、コ
ア
ア
ル
ザ
、庄
内
町
商
工
会
立
川
支
所
、

庄
内
町
役
場
立
川
庁
舎︵
1
階
商
工
観
光
課
︶

問
庄
内
町
観
光
協
会 

☎
４
２‐２
９
２
２

庄 内 町

中
山
河
川
公
園
桜
ま
つ
り

２
０
１
８

期
間
／
４
月
13
日
㈮
～
５
月
６
日
㈰

︻
桜
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
︼

日
時
／
４
月
13
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時
▼
場
所

／
中
山
河
川
公
園︵
荒
天
の
場
合
は
中
山
公
民

館
︶▼
内
容
／
弦
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
甘
酒
の

振
る
舞
い

問
遊
佐
鳥
海
観
光
協
会 
☎
７
２‐５
６
６
６

遊 佐 町

第
36
回
三
川
町
菜
の
花
ま
つ
り

日
時
／
５
月
５
日
㈷
午
前
10
時
～
午
後
３
時
▼

場
所
／
い
ろ
り
火
の
里
周
辺
▼
内
容
／
新
イ
ベ

ン
ト
の
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
、屋
台
村
や

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
出
店
な
ど
▼
費
用
／
無
料

(

一
部
有
料
あ
り)

問
三
川
町
菜
の
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

(

三
川
町
観
光
協
会) 

☎
０
２
３
５
‐
６
６
‐
４
６

５
６

三 川 町
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旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

酒
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
紹
介
し
ま
す

vol. 48

ウ
ル
イ
と
ツ
ナ
の
梅
び
た
し

　

ウ
ル
イ
は
ク
セ
も
ア
ク
も
な
く
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
歯
ご
た
え
と
程
よ

い
苦
味
、
独
特
の
ぬ
め
り
が
特
徴
の

山
菜
で
す
。
今
月
紹
介
す
る
ウ
ル
イ

と
ツ
ナ
の
梅
び
た
し
は
、
仕
上
げ
に

海の

り苔
を
も
ん
で
ふ
り
か
け
て
も
お
い

し
い
で
す
よ
。
ウ
ル
イ
の
ゆ
で
過
ぎ

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

❶ウルイはさっとゆで、3㌢の長さに切る。
❷練り梅、だし汁、みりんを合わせ、しょうゆは塩
加減を見ながら加える。
❸❷に❶とツナ缶（汁ごと）を加え、ざっくり混ぜ
合わせる。

練り梅が無いときは、梅
干し1個の種を除いて、
包丁でたたいて使いまし
ょう。

作り方

材料（4人分）

ウルイ ……………………300㌘
ツナ缶 ……………………小1缶（70㌘）
練り梅 ……………………大さじ1
だし汁 ……………………大さじ5
みりん ……………………小さじ2
しょうゆ …………………小さじ2

　

保
健
委
員
の
彼
は
私
を
校
長
室
に
迎

え
に
来
る
係
。
背
の
高
い
彼
の
エ
ス

コ
ー
ト
に
従
う
。「
身
長
は
中
学
２
年

頃
か
ら
伸
び
ま
し
た
。
遺
伝
か
な
？
」

と
笑
っ
た
彼
が
寂
し
そ
う
に
見
え
た
。

　

夜
、携
帯
が
鳴
っ
た
。彼
だ
っ
た
。「
話

し
て
も
い
い
で
す
か
？
」

　

彼
は
休
み
中
に
計
画
さ
れ
た
家
族
旅

行
を
断
っ
た
。「
兄
弟
に
合
わ
せ
た
旅

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
し
、
自
分
は

友
達
と
遊
ぶ
か
、
家
に
居
て
も
い
い
か

な
？
ペ
ッ
ト
も
い
る
し
⋮
」
そ
う
考
え

て
軽
い
気
持
ち
で
「
俺
は
行
か
な
い
」

と
言
っ
た
ら
し
い
。
直
後
、
す
ご
い
剣

幕
で
怒
ら
れ
て
、
頭
に
き
て
無
視
し
た

ら
「
勝
手
に
し
ろ
！
」

　

以
来
、
親
の
口
数
は
減
り
、
少
な
い

言
葉
に
は
と
げ
が
あ
る
。
気
ま
ず
い
生

活
は
２
か
月
に
も
及
び
、
い
い
加
減
、

嫌
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
だ
。

　

彼
が
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
続
い
て

い
た
家
族
旅
行
。
親
に
す
れ
ば
、
旅
行

が
目
的
で
は
な
く
、
家
族
一
緒
が
大
事

で
、
そ
れ
が
途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と

が
悲
し
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、

高
校
生
の
彼
は
旅
行
を
目
的
に
捉
え
、

行
か
な
い
と
判
断
し
た
。
ど
ち
ら
も
間

違
え
て
い
な
い
。
し
ば
ら
く
、
旅
行
の

思
い
出
を
話
し
て
く
れ
た
。

　

両
親
と
兄
弟
に
楽
し
ん
で
き
て
ほ
し

か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
自
分
が
い
な

き
ゃ
意
味
が
な
い
な
ん
て
思
わ
な
か
っ

た
と
彼
は
言
っ
た
。
す
れ
違
っ
て
し

ま
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
。
少
し
の
言

葉
で
気
持
ち
は
一
つ
に
な
れ
た
の
に
。

　
「
大
学
に
行
っ
た
ら
、
家
族
旅
行
は
難

し
く
な
る
と
思
う
。
だ
っ
た
ら
、
今
年

度
が
最
後
か
な
？
」

　
「
旅
行
は
行
こ
う
と
思
え
ば
行
け
る
け

ど
、
高
校
３
年
生
の
卒
業
旅
行
は
最
後

か
も
し
れ
な
い
ね
」

　
「
親
に
謝
っ
て
、
卒
業
旅
行
は
一
緒
に

計
画
し
ま
す
！
」

　
「
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
、
背
が
高

い
の
？
」

　
「
え
？
」

　
「
あ
の
日
、
廊
下
歩
き
な
が
ら
、
君
は

親
を
思
っ
て
い
た
。寂
し
そ
う
だ
っ
た
」

　

ほ
ん
の
少
し
の
す
れ
違
い
で
で
き
た

溝
。
深
く
な
っ
て
し
ま
う
前
に「
何
か
」

を
加
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 市

健
康
課
助
産
師
・

思
春
期
保
健
相
談
士

後
藤 

敬
子

「
卒
業
旅
行
は
一
緒
に
行
こ
う
ね
」

思
春
期
の
子
供
た
ち
や
子
ど
も
を
思
う
親
た
ち
と
の

出
会
い
の
中
で
、
大
切
な
思
い
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ご
ろ
人
と
の
か
か
わ
り
が
苦
手
な
子
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
せ
ん
か
？

大
切
な
人
へ

伝
え
た
か
っ
た
想
い
を
こ
こ
に
…

第13回
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大切な人へ／さかたの旬／ライフ アンド ジョブ／ごみ減量大作戦

Life

Job
vol.

and
ライフアンドジョブ

12
男
女
が
共
に
活
躍
し
て
い
る

元
気
な
市
内
企
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

　

皆
さ
ん
、
待
ち
に
待
っ
た
春
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
春
の
日
差
し
に
、

心
ま
で
温
め
ら
れ
た
気
が
す
る
の

は
、
雪
国
暮
ら
し
の
特
権
で
し
ょ
う

か
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ

さ
い
。
暖
か
い
の
は
、
本
当
に
春
の

せ
い
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

酒
田
の
年
間
平
均
気
温
の
推
移
を

昭
和
21
年
か
ら
見
て
み
る
と
70
年
間

で
１
・
49
度
上
昇
し
て
い
ま
す
。
日

本
全
体
で
み
て
も
、
大
正
２
年
か
ら

の
１
０
０
年
間
で
１
・
14
度
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　
「
１
０
０
年
で
１
度
上
が
た
っ
て
、

大
し
た
ご
ど
ね
ん
で
ろ
」
と
思
う
方

が
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
何
も

温
暖
化
対
策
を
し
な
か
っ
た
ら
、
約

80
年
後
の
２
１
０
０
年
に
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

環
境
省
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
気

温
は
３
・
５
度
～
６
・
４
度
上
昇
、

降
水
量
は
９
㌫
～
16
㌫
増
加
、
海
水

面
は
60
㌢
～
63
㌢
上
昇
、
砂
浜
の
83

㌫
～
85
㌫
は
消
失
し
て
し
ま
う
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
酒
田
の
き
れ
い
な

砂
浜
が
、
80
年
後
に
は
な
く
な
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
な
ん
て
想
像

で
き
ま
す
か
。
さ
ら
に
、
熱
中
症
に

よ
る
死
者
や
救
急
搬
送
者
数
が
２
倍

に
な
り
、
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
熱
な
ど

の
感
染
症
を
媒
介
す
る
ヒ
ト
ス
ジ
シ

マ
カ
の
分
布
が
国
土
の
75
㌫
～
96
㌫

に
拡
大
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ

れ
ま
で
本
コ
ラ
ム
で
伝
え
て
き
た
ご

み
減
量
が
大
い
に
役
立
つ
の
で
す
。

も
や
す
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
、
温

室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
然
は
祖
先
か
ら
譲
り
受
け
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
孫
か
ら
借

り
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。
き
れ
い

な
ま
ま
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
ご
み
減
量
で
、
地
球
温
暖
化
対

策
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
皆
さ
ん

だ
け
な
の
で
す
。

問市環境衛生課管理係
　☎31‐0933

12
「地球が温まって
　 しまうのはダメ」

企
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

　

開
業
24
年
目
の
当
社
は
、
不
動
産
の
賃
貸
、

売
買
の
仲
介
業
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
賃

貸
の
管
理
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
お
客
さ

ま
に
入
居
か
ら
退
去
ま
で
一
貫
し
て
ご
満
足

い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
提
案
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
人
「
財
」
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
専
門
的
な
知
識
の
習
得
だ
け

で
な
く
、
従
業
員
の
目
標
や
夢
の
実
現
に
向

け
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
入
社
12
年
目
。
毎
月
の
家
賃
の
集
金

と
大
家
さ
ん
へ
の
送
金
、
貸
主
と
借
主
の

連
絡
調
整
が
主
な
仕
事
で
す
。
常
に
正
確
性

が
求
め
ら
れ
、
特
に
入
退
去
の
増
え
る
３
月

は
気
を
使
い
ま
す
ね
。
入
社
後
に
出
産
し
ま

し
た
が
、
制
度
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場
の
協
力

体
制
が
整
っ
て
い
た
の
で
、
家
庭
を
優
先
し

な
が
ら
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
資
格
取
得
に
も
挑
戦
し
、
さ
ら

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 ¡

「
若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
」

「
残
業
が
少
な
く
、
有
給
休
暇
が
多

い
」
と
い
う
点
が
評
価
さ
れ
、
不
動

産
業
と
し
て
全
国
初
と
な
る
ユ
ー
ス

エ
ー
ル
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

¡

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
取

り
組
む
企
業
と
し
て
、
く
る
み
ん
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
市
内
に
本
社
を

置
く
企
業
で
は
初
め
て
の
認
定
で
す
。

¡

子
育
て
世
代
に
限
ら
ず
、
全
て
の

ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
結
果
「
責
任
感
の

醸
成
→
ス
キ
ル
向
上
→
時
間
外
労
働

の
抑
制
」
と
い
う
良
い
循
環
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

会
計
管
理
部
課
長　

仲
川 

鈴
佳
さ
ん

今
回
訪
問
し
た
事
業
所

株
式
会
社
東
洋
開
発

【企業の概要】
住所／本町一丁目5-31
従業員数／18人（うち女性9人）
電話番号／24-6226
業務内容／不動産の売買・賃貸・管
理およびその仲介、不動産コンサル
ティング、損害保険代理店・生命保
険代理店業務 など

▲社員旅行のひとコマ。いい人間
関係がいい仕事につながります

▲当社マスコットキャラクター
「お元氣くん」と社長
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2017/18シーズンを振り返って
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－ど
ん
な
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
か

北
原
／
今
ま
で
で
最
も
悔
し

い
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
。
フ
ル

セ
ッ
ト
ま
で
も
つ
れ
て
の
敗

戦
が
多
く
、
上
位
チ
ー
ム
と

の
経
験
・
メ
ン
タ
ル
の
差
が

現
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
反

面
、
チ
ー
ム
力
の
向
上
も
実

感
し
ま
し
た
。

－

酒
田
・
天
童
で
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
は
ど
う
だ
っ
た
か

森
／
準
備
や
運
営
に
協
力
し

て
く
れ
た
人
、
応
援
し
て
く

れ
た
人
、
皆
さ
ん
の
後
押
し

―

寒
か
っ
た
今
年
の
冬
。
暖
か
い
地

域
出
身
の
方
に
は
き
つ
か
っ
た
の
で
は

北
原
（
東
京
都
出
身
）
／
遠
征
か
ら

帰
っ
て
く
る
と
、
選
手
寮
の
駐
車
場

が
雪
で
埋
ま
っ
て
い
て
、
必
死
で
車
を

掘
り
出
し
ま
し
た
。

森
（
鹿
児
島
県
出
身
）
／
北
海
道
出

身
の
佐
藤
梨
夏
選
手
と
小
林
準
コ
ー

チ
の
周
り
か
ら
は
あ
っ
と
い
う
間
に

雪
が
消
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
手
際

の
良
さ
は
ま
さ
に
﹁
除
雪
ガ
チ
勢
﹂
。

※

除
雪
が
本
当
に
上
手
な
人
た
ち
。

―

選
手
・
ス
タ
ッ
フ
自
ら
除
雪
す
る

ん
で
す
ね
。

森
／
も
ち
ろ
ん
で
す
。
選
手
は
ス
コ

ッ
プ
で
、
監
督
は
除
雪
機
で
。

北
原
／
除
雪
機
使
い
と
し
て
相
当
の

レ
ベ
ル
に
達
し
て
し
ま
い…

会
社
で

は
﹁
業
者
の
人
﹂
呼
ば
わ
り
さ
れ
て

ま
す
︵
笑
︶

ア
ラ
ン
マ
ー
レ
は
新
た
な
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
Ｖ
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
リ
ー
グ
Ⅱ
2
0
1
7
／
1
8
シ
ー
ズ
ン
を
、
北
原
勉
監
督
と
森
寿
実
子
主
将
に
振
り
返
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

を
感
じ
な
が
ら
戦
い
ま
し
た
。

結
果
は
残
念
で
し
た
が
、
次

こ
そ
は
！

－

ア
ウ
ェ
ー
ゲ
ー
ム
に
つ
い

て
は

北
原
／
ホ
ー
ム
と
は
全
く
違

う
雰
囲
気
で
す
が
、
ア
ラ
ン

マ
ー
レ
の

応
援
団
は

全
国
ど
こ

で
も
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム

の
よ
う
な

大
声
援
。

本
当
に
力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―

フ
ァ
ン
・
市
民
の
応
援
に

つ
い
て
は
ど
う
感
じ
る
か

森
／
応
援
し
て
く
れ
る
皆
さ

ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。普
段
の
生
活
で
も「
ア

ラ
ン
マ
ー
レ
の
人
で
し
ょ
？
」

と
声
を
掛
け
て
も
ら
う
こ
と

が
増
え
ま
し
た
。「
酒
田
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
え
ば
ア
ラ

ン
マ
ー
レ
」
に
近
付
い
て
い

る
気
が
し
ま
す
。

―

最
後
に
シ
ー
ズ
ン
の
総
括

と
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に
一
言

北
原
／
今
シ
ー
ズ
ン
５
位
と

い
う
結
果
に
は
監
督
と
し
て

責
任
を
感
じ
ま
す
。
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
す
。
来

シ
ー
ズ
ン
は
選
手
の
メ
ン
タ

ル
面
を
強
化
し
、
勝
負
の
一

本
を
取
り
き
る
戦
い
を
実
現

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
と

し
て
、
試
合
で
勝
つ
こ
と
が

使
命
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

番

外

編

ア
ラ
ン
マ
ー
レ
の
冬

　 ―

ガ
チ
勢
と
業
者―

勝
っ
て
皆
さ
ん
と
喜
び
を
分

か
ち
合
う
た
め
に
も
結
果
に

こ
だ
わ
っ
て
い
き
ま
す
！

北
原
・
森
／
来
シ
ー
ズ
ン
も

一
緒
に
戦
い
ま
し
ょ
う
！

※



編
集
長
の

ひ
と
り
ご
と

27 酒田市広報・私の街さかた・2018.4.2

ボイス オブ アランマーレ／読者の声／編集長のひとりごと

　
　
報
３
月
１
日
号
の
さ
か
た
の
風

　 

三
沢
英
一
さ
ん
の
記
事
を
読
み

ま
し
た
。

　
以
前
の
万
里
の
松
原
は
荒
れ
て
い

た
と
い
う
話
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。

私
は
30
代
で
子
育
て
世
代
で
す
。
去

年
酒
田
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　
松
林
は
子
ど
も
と
の
散
歩
コ
ー
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
。
散
歩
中
は
た
く

さ
ん
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー

ス
内
に
は
車
が
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
安
心
し
て
の
び
の
び
子
ど

も
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ま
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
中
の
方
に「
こ

ん
に
ち
は
、
元
気
い
い
ね
」
と
声
を

掛
け
て
も
ら
え
る
こ
と
。
そ
し
て
何

よ
り
鳥
の
声
や
、
風
の
音
、
虫
、
キ

ノ
コ
、
木
の
実…

た
く
さ
ん
の
自
然

か
ら
子
ど
も
は
多
く
の
こ
と
を
吸
収

し
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
に
素
敵
な
松
林
が
身
近
に

あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
市
内
在
住 

さ
く
ら
も
ち
）

　
　
田
市
は
市
民
の
た
め
に
さ
ま
ざ

　
　
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
場
を
見
る
機
会
が
少
な
い
。

　
市
民
の
た
め
に
運
営
さ
れ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
、
市
役
所
や
希
望

ホ
ー
ル
な
ど
酒
田
地
域
の
ほ
か
、
鳥

海
山
荘
や
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
旧
３
町
に
あ
る
も
の
も
相
当

数
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
が
何
の
目
的
で
つ

く
ら
れ
、
ど
ん
な
役
割
を
持
ち
、
市

民
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る

の
か
を
広
報
で
教
え
て
も
ら
え
る
と

あ
り
が
た
い
。

　
年
に
数
回
、
市
で
参
加
者
を
募
集

し
て
、
バ
ス
で
施
設
を
巡
っ
て
み
て

は
ど
う
か
。
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
説

明
し
て
く
れ
る
と
い
い
か
も
し
れ
な

い
。「
ぶ
ら
探
」
の
バ
ス
版
の
よ
う
な

感
じ
か
。

　
私
た
ち
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
、
市
民
に
ど
の
よ
う
な
恩
恵
が

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
い

投稿方法／〒９９８‐８５４０（住所不要） 酒田市市長公室広報広聴係へ 
　２６‐３６８８  　koho@city.sakata.lg.jp
◆文面またはタイトルに「読者の声宛て」と明記してください。
◆スペースの都合で掲載できない場合もあります。

読者の

声



広

酒

私

FAX

　読者の皆さんの「声」を掲載します。本紙の感想、酒田への
思い、身近な出来事、取り上げてほしい話題、紹介してほしい
人などを、２００字～３００字程度でお寄せください。
　掲載された方にはささやかなプレゼントを差し上げます。

い
機
会
だ
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
る

と
思
う
の
だ
が
。

（
松
原
南
の
オ
ー
タ
く
ん
）

　
　
は
、
酒
田
が
大
好
き
で
す
。
子

　
　
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
ま
す

ま
す
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
と
一
緒
に
る
ん
る
ん
バ
ス

で
、
新
た
な
酒
田
発
見
の
旅
を
し
て

い
ま
す
。
最
近
の
お
す
す
め
は
、
文

化
セ
ン
タ
ー
。
図
書
館
で
本
を
読
ん

だ
り
、
敷
地
内
の
公
園
で
遊
ん
だ
り
、

１
人
の
時
は
、
喫
茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
ん
だ
り…

な
ん
と
も
幸
せ
な
時

間
で
す
。
天
気
が
良
け
れ
ば
、
歩
い

て
中
町
へ
。
何
度
も
車
で
通
っ
た
道

だ
け
れ
ど
、
歩
い
て
通
る
と
景
色
が

違
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見
も
あ
っ

て
す
ご
く
楽
し
い
。

　
広
報
「
私
の
街
さ
か
た
」
も
大
好

き
で
す
。
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
と
、

家
族
で
一
番
に
広
報
を
見
た
く
て
！ 

こ
れ
か
ら
も
酒
田
の
こ
と
を
も
っ
と

知
り
た
い
で
す
。
酒
田
を
誇
り
に
思

い
、
大
好
き
な
街
と
言
っ
て
く
れ
る

人
が
増
え
る
と
う
れ
し
い
な
。

　
余
談
で
す
が
、も
し
ぇ
の
ん
、あ
の

の
ん
の
買
い
物
バ
ッ
グ
が
あ
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
！
買
い
物
で
も
酒
田
を

Ｐ
Ｒ
し
た
い
！

（
市
内
在
住 
酒
田
大
好
き
）

　
「
私
の
街
さ
か
た
」
４
月
２
日
号
の
表

紙
は
、
春
の
日
差
し
を
受
け
て
咲
く
梅

の
花
。
旧
光
丘
文
庫
裏
手
の
梅
林
に
通

い
つ
め
て
撮
っ
た
一
枚
で
す
。
な
か
な

か
咲
い
て
く
れ
な
く
て
焦
り
ま
し
た
が
、

執
念
で
撮
り
ま
し
た
。

　

さ
か
た
の
風
は
、
太
鼓
道
場
風
の

会
ジ
ュ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
。
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
・
茂
木
さ
ん
の
言

葉
。
大
会
目
前
、
気
に
な
る
の
は
自
分

た
ち
の
演
奏
の
出
来
の
は
ず
。
で
も
彼

は
「
競
っ
た
仲
間
の
思
い
も
背
負
っ
て

頑
張
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
若

き
太
鼓
奏
者
の
心
意
気
に
、
鼓
膜
だ
け

で
な
く
心
ま
で
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

春
は
別
れ
の
季
節
…
去
年
も
同
じ
こ

と
を
書
き
ま
し
た
。
今
回
は
異
動
だ
ろ

う
と
身
構
え
て
い
た
も
の
の
、
ま
た
も

広
報
に
残
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
従

っ
て
、
本
コ
ー
ナ
ー
も
続
き
ま
す
。
少

し
だ
け
ア
ラ
ン
マ
ー
レ
要
素
多
め
の

「
ひ
と
り
ご
と
」
で
す
が
、
よ
ろ
し
け

れ
ば
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
も
「
私
の
街
さ
か
た
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
広
聴
係　

大
井
正
紀



「豆まきで鬼退治。勇気を振り絞り頑張った！」
若草幼稚園 さとう きいた くん
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☎0234-22-5111（代表）
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酒田市役所

〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
☎0234-64-3111（代表）
FAX.0234-64-3110

八幡総合支所

〒999-6861 酒田市字山田27番地の4
☎0234-62-2611（代表）
FAX.0234-62-2618

松山総合支所

〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
☎0234-52-3111（代表）
FAX.0234-52-3116

本紙に関するご意見、
ご要望をお寄せください。

平田総合支所

酒田市市長公室
広報広聴係

☎0234-26-5706（直通）
FAX.0234-26-3688
　 koho@city.sakata.lg.jp

酒田市美術館特別展

培
ば い

広
こ う

庵
あ ん

コレクション

―上村松園、伊東深水、　　　
　竹久夢二、そして佐藤公紀―

華麗なる
美人画展
　本展では、上村松園、鏑木清方、伊東
深水をはじめ、松園に続き女性画家とし
て活躍した島成園、池田蕉園らによる
作品、東北では初公開となる竹久夢二の

「投扇興」のほか、本市（旧松山町）出身
である佐藤公紀の作品も加えた華麗な
る美人画の世界を約70点で紹介します。

問酒田市美術館 ☎31‐0095

①コレクター培広庵の“よもやまばなし”
日時／4月28日㈯午前11時～ ▼費用／無料（観覧料別途）
②講演会 美人画にみる装いの美―髪形、化粧、着

物を中心に―
日時／4月30日（振休）午後2時～ ▼定員／先着50人

▼講師／ポーラ文化研究所シニア研究員 村田孝子
氏 ▼申し込み／同日午後1時～整理券を配布 ▼費
用／無料（観覧料別途）
③ワークショップ 「初めての日本画レッスン」
日時／5月3日㈷午後1時～4時 ▼定員／先着15人

▼講師／日本画講師 阿部昌子氏 ▼費用／1,000円
（材料費など） ▼申し込み／4月21日㈯午前9時～電
話で同美術館へ 
④ワークショップ「手描き友禅体験教室」
日時／5月13日㈰午後1時～4時 ▼定員／先着12人

▼講師／東京手描友禅染作家 佐藤洋宣氏 ▼費用
／5,000円（材料費など） ▼申し込み／4月28日㈯午
前9時～電話で同美術館へ
◆内容など詳しくは問い合わせてください。

▲

上
村
松
園「
桜
狩
の
図
」（
部
分
）１
９
３
５
年

関
連
企
画

会　期／午前9時～午後5時
　　　　（入館は午後4時30分まで）
観覧料／一般830円、高校・大学生420円、
　　　　中学生以下無料

4月28日●～5月27日●土 日

開館40周年
酒田と資料館のあゆみ

酒田市立資料館 第206回企画展

　開館40周年の節目を記念し、時代を写した写真や当館を代表
する資料を展示し、酒田市と資料館の歴史を振り返ります。

▲大火からの復興を祝う酒田市民（昭和54年）

▲資料館に来館した土門拳（昭和53年）

問酒田市立資料館 ☎24‐6544

会　期／4月7日㈯～6月11日㈪ 
　　　　午前9時～午後4時30分(会期中無休)
入館料／一般100円、大学生以下50円
　　　　(土曜・日曜日は小中学生無料)
◆5月5日㈷ 、5月18日㈮～21日㈪は入館無料。

日時／5月12日㈯午前10時～
費用／無料（入館料別途）
◆駐車場に限りがありますので、事前に問い
合わせてください。

調査員による
展示解説

総
人
口
／
10
4
,0
8
7
人　
世
帯
数
／
41,9

8
8
（
−
4
0）

［
2018年

4月
2日

発
行

］
発

行
／

酒
田

市
　

印
刷

／
北

星
印

刷
株

式
会

社
［

平
成

30
年

2月
28日

現
在

］（
　

）内
は

対
前

月
増

減
数

49,421
人（

−5
4）

男
54,666

人（
−61）

女
酒
田
市
の

人
口

N
o.299

ごみ減量キャンペーン実施中!

を減らしましょう!

2月のごみの量

前年同月に比べて －120㌧
2,148㌧

ごみ

歓
送
迎
会
や
総
会
の

　
　
　
　

季
節
だ
の
ん
。

ご
ち
そ
う
は
食
べ
切
っ
て

こ
そ
、
ご
み
減
量
！

「この調子だのん」


